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■平成20年度
　当初予算の概要
� ・・・2～5頁
■がん検診の取り組み
　を強化します�・・・9頁
■ゴールデンウィーク
　催し物案内�・・・15頁
■まちなかに遊びに
　来ませんか�・・・16頁
　 市政出前講座（保存版）

　今回のミュージカルのテーマは、「伝える」。

　市内の小学１年生から高校３年生まで22人の名優

の演技をとおして、相手に「言葉を伝える」ことの大

切さを、改めて考えさせられた作品でした。

　また今年12月21日には、源氏物語千年紀にちなん

だミュージカルを開催予定で、現在キャストを募集

中です。出演を希望される人は、ご連絡ください。

申込・問合先　文化センター　1 (２３)５０５７

子ども達の演技、輝いて！
～第8回ステラ座公演「ここにいるよ」が開催～

子ども達の演技、輝いて！
～第8回ステラ座公演「ここにいるよ」が開催～

折込



　
総
合
計
画
や
行
財
政
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の

適
切
な
選
択
と
重
点
配
分
に
努
め
、

年
間
の
必
要
額
を
見
込
ん
だ
通
年
型

の
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

予算額を住民基本台帳人口83,979人（1月1日現在）
で算出、万円未満を四捨五入

一般会計 ２９１億２０００万円

収　　　入

給　料（市税） 16万円
親からの仕送り

（地方交付税・国庫支出金など） 11万円
銀行からの借り入れ（市債） 4万円
家賃収入

（使用料・手数料・負担金など） 2万円
預金取り崩し・雑収入

（繰入金、諸収入など） 2万円
計 35万円
支　　　出

食　費（人件費） 6万円
自治会などの会費（補助金など） 5万円
医療費（扶助費） 6万円
借金の返済（公債費） 5万円
衣料代・光熱水費（物件費） 4万円
家の増改築（普通建設事業費） 5万円
子どもへの仕送り（繰出金） 3万円
その他（維持補修費など） 1万円

計 35万円

「越前さん家の家計簿」「越前さん家の家計簿」
市民１人当たり

　
一
般
会
計
で
は
、
事
務
事
業
の
削

減
に
心
が
け
、
市
民
生
活
に
直
結
し

た
事
業
の
積
極
的
な
推
進
に
重
点
を

お
い
て
予
算
づ
け
を
し
、
そ
の
結
果
、

平
成
19
年
度
12
月
補
正
後
の
予
算
に

比
べ
て
、
０
・
７
％
少
な
い
２
９
１

億
２
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

計

16億6,576万円
9億6,959万円

26億3,535万円

企 業 会 計

2,324万円

58億1,717万円

54億4,252万円

3億3,621万円

3,844万円

69億8,875万円

69億1,655万円

7,220万円

1,107万円

9億6,320万円

2,312万円

2億7,151万円

318万円

54億9,334万円

54億7,314万円

2,020万円

4億2,720万円

16億9,286万円

8億3,929万円

225億5,393万円

簡 易 水 道 事 業

下 水 道

公 共 下 水 道 勘 定

特定環境保全勘定

戸別公共浄化槽勘定

国 民 健 康 保 険

事 業 勘 定

診 療 所 勘 定

霊 園 事 業

老 人 保 健

駐 車 場

農 業 集 落 排 水 事 業

林 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

事 業 勘 定

介護サービス事業勘定

今 立 工 業 団 地 事 業

ガ ス 事 業 清 算

後 期 高 齢 者 医 療

計

△43.2

13.2

(17.2)

(△11.9)

(△65.8)

△0.6

(△0.5)

(△2.8)

23.0

△87.7

0.8

37.1

△ 3.6

2.9

(2.9)

(7.0)

319.6

△5.0

皆増

△17.9

対前年度比
（％）当初予算額会　　計　　名

（表示単位未満は調整）

（平成20年度）

特 別 会 計（平成20年度）

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

計

4,094万円
2億1,389万円
2億5,483万円

収益的支出の主なもの

浄水施設管理事業、水道管維持管理事業、

減価償却費など

資本的支出の主なもの

送配水施設改良事業、第５次拡張事業、

長期借入金償還金など

収益的支出の主なもの

維持管理事業、減価償却費など

資本的支出の主なもの

送配水施設改良事業、長期借入金償還金

など

　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
使
い
、
ど
の
よ
う
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
か

に
つ
い
て
、
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

越前市広報4月15日号 2越前市広報4月15日号3

越
前
市
の
財
政

越
前
市
の
財
政

特

集

１

当
初
予
算

当
初
予
算

平成20年度

問
合
先
　
財
務
課

　
1(

２
２)

３
２
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

３
８
５
５

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　za
is

e
i@

c
ity

.e
c
h
ize

n
.lg

.jp

事
務
事
業
の
適
切
な
選
択
と

重
点
配
分
に
努
め
た
、

■
予
算
づ
く
り
の
方
針

平
成
19
年
度
予
算
の
12
月

補
正
後
の
額
に
比
べ
、

■
予
算
の
規
模

通
年
型
予
算

０
・
７
％
の
減

水道事業

工業用水道事業

（表示単位未満は切捨て）

個人市民税

法人市民税

固定資産税

諸税

地方交付税

市債

国庫支出金

諸収入

県支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

使用料及び手数料

繰入金ほか

40億1,200万円

25億6,200万円

56億1,660万円

13億1,506万円

36億5,000万円

29億3,990万円

20億6,584万円

6億  263万円

18億8,810万円

8億8,000万円

3億9,700万円

3億7,514万円

5億  873万円

(13.8%)

(8.8%)

(19.3%)

(4.5%)

(12.5%)

(10.1%)

(7.1%)

(2.1%)

(6.5%)

(3.0%)

(1.4%)

(1.3%)

(1.7%)

繰入金ほか
23億  873万円

(7.9%)

総務費

議会費

民生費

衛生費

労働費
農林水産業費

商工費

消防費

教育費

公債費

その他
2億8,734万円

33億6,671万円

80億7,378万円

21億7,167万円

2億2,442万円
12億5,094万円

8億5,528万円

13億6,915万円

39億  777万円

42億  764万円

1億3,529万円
(1.0％)

(11.6％)

(27.7％)

(7.5％)

(0.8％)
(4.3％)

(2.9％)

土木費
32億7,003万円

(11.2％)

(4.7％)

(13.4％)

(14.4％)

(0.5％)

市税
(57.7%)

【歳　出】

【歳　入】

自
主

財
源

依
存

財
源



　
総
合
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や
行
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務
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業
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適
切
な
選
択
と
重
点
配
分
に
努
め
、

年
間
の
必
要
額
を
見
込
ん
だ
通
年
型

の
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

予算額を住民基本台帳人口83,979人（1月1日現在）
で算出、万円未満を四捨五入

一般会計 ２９１億２０００万円

収　　　入

給　料（市税） 16万円
親からの仕送り

（地方交付税・国庫支出金など） 11万円
銀行からの借り入れ（市債） 4万円
家賃収入

（使用料・手数料・負担金など） 2万円
預金取り崩し・雑収入

（繰入金、諸収入など） 2万円
計 35万円
支　　　出

食　費（人件費） 6万円
自治会などの会費（補助金など） 5万円
医療費（扶助費） 6万円
借金の返済（公債費） 5万円
衣料代・光熱水費（物件費） 4万円
家の増改築（普通建設事業費） 5万円
子どもへの仕送り（繰出金） 3万円
その他（維持補修費など） 1万円

計 35万円

「越前さん家の家計簿」「越前さん家の家計簿」
市民１人当たり

　
一
般
会
計
で
は
、
事
務
事
業
の
削

減
に
心
が
け
、
市
民
生
活
に
直
結
し

た
事
業
の
積
極
的
な
推
進
に
重
点
を

お
い
て
予
算
づ
け
を
し
、
そ
の
結
果
、

平
成
19
年
度
12
月
補
正
後
の
予
算
に

比
べ
て
、
０
・
７
％
少
な
い
２
９
１

億
２
０
０
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万
円
と
な
り
ま
し
た
。

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

計

16億6,576万円
9億6,959万円

26億3,535万円

企 業 会 計

2,324万円

58億1,717万円

54億4,252万円

3億3,621万円

3,844万円

69億8,875万円

69億1,655万円

7,220万円

1,107万円

9億6,320万円

2,312万円

2億7,151万円

318万円

54億9,334万円

54億7,314万円

2,020万円

4億2,720万円

16億9,286万円

8億3,929万円

225億5,393万円

簡 易 水 道 事 業

下 水 道

公 共 下 水 道 勘 定

特定環境保全勘定

戸別公共浄化槽勘定

国 民 健 康 保 険

事 業 勘 定

診 療 所 勘 定

霊 園 事 業

老 人 保 健

駐 車 場

農 業 集 落 排 水 事 業

林 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

事 業 勘 定

介護サービス事業勘定

今 立 工 業 団 地 事 業

ガ ス 事 業 清 算

後 期 高 齢 者 医 療

計

△43.2

13.2

(17.2)

(△11.9)

(△65.8)

△0.6

(△0.5)

(△2.8)

23.0

△87.7

0.8

37.1

△ 3.6

2.9

(2.9)

(7.0)

319.6

△5.0

皆増

△17.9

対前年度比
（％）当初予算額会　　計　　名

（表示単位未満は調整）

（平成20年度）

特 別 会 計（平成20年度）

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

計

4,094万円
2億1,389万円
2億5,483万円

収益的支出の主なもの

浄水施設管理事業、水道管維持管理事業、

減価償却費など

資本的支出の主なもの

送配水施設改良事業、第５次拡張事業、

長期借入金償還金など

収益的支出の主なもの

維持管理事業、減価償却費など

資本的支出の主なもの

送配水施設改良事業、長期借入金償還金

など

　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
の
収
入
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
使
い
、
ど
の
よ
う
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
か

に
つ
い
て
、
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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事
務
事
業
の
適
切
な
選
択
と

重
点
配
分
に
努
め
た
、

■
予
算
づ
く
り
の
方
針

平
成
19
年
度
予
算
の
12
月

補
正
後
の
額
に
比
べ
、

■
予
算
の
規
模

通
年
型
予
算

０
・
７
％
の
減

水道事業

工業用水道事業

（表示単位未満は切捨て）

個人市民税

法人市民税

固定資産税

諸税

地方交付税

市債

国庫支出金

諸収入

県支出金

地方消費税交付金

地方譲与税

使用料及び手数料

繰入金ほか

40億1,200万円

25億6,200万円

56億1,660万円

13億1,506万円

36億5,000万円

29億3,990万円

20億6,584万円

6億  263万円

18億8,810万円

8億8,000万円

3億9,700万円

3億7,514万円

5億  873万円

(13.8%)

(8.8%)

(19.3%)

(4.5%)

(12.5%)

(10.1%)

(7.1%)

(2.1%)

(6.5%)

(3.0%)

(1.4%)

(1.3%)

(1.7%)

繰入金ほか
23億  873万円

(7.9%)

総務費

議会費

民生費

衛生費

労働費
農林水産業費

商工費

消防費

教育費

公債費

その他
2億8,734万円

33億6,671万円

80億7,378万円

21億7,167万円

2億2,442万円
12億5,094万円

8億5,528万円

13億6,915万円

39億  777万円

42億  764万円

1億3,529万円
(1.0％)

(11.6％)

(27.7％)

(7.5％)

(0.8％)
(4.3％)

(2.9％)

土木費
32億7,003万円

(11.2％)

(4.7％)

(13.4％)

(14.4％)

(0.5％)

市税
(57.7%)

【歳　出】

【歳　入】

自
主

財
源

依
存

財
源
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■
主
な
事
業
の
紹
介

池
ノ
上
工
業
団
地
整
備
事
業

４
２
０
０
万
円

　
池
ノ
上
工
業
団
地
の
今
後
の
企
業

進
出
に
備
え
、
工
業
団
地
専
用
の
排

水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　観
光
客
増
加
促
進
事
業

２
３
６
万
円

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
や
、
日

曜
日
に
運
行
し
て
い
な
い
市
民
バ
ス

を
活
用
し
て
の
市
内
観
光
拠
点
の
回

遊
な
ど
で
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り

ま
す
。

源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

　（
観
光
関
係
）�

８
６
０
万
円

　
源
氏
物
語
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
千
年
を
迎
え

る
の
を
機
に
、
源
氏
物
語
千
年
紀
ウ

ォ
ー
ク
や
市
内
え
え
と
こ
め
ぐ
り
54

選
、源
氏
物
語
関
連
品
の
展
示
な
ど
、

各
種
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業89

万
円

　
市
の
農
業
や
農
村
、
食
料
に
関
し

て
、
長
期
的
で
総
合
的
な
計
画
と
な

る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

４
３
０
万
円

　
中
山
間
地
域
や
、
都
市
近
郊
地
域

の
耕
作
条
件
不
利
地
に
お
い
て
、
農

地
の
耕
作
維
持
が
図
れ
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

家
畜
防
疫
対
策
事
業15

万
８
千
円

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防

対
策
と
し
て
、
消
石
灰
購
入
経
費
を

助
成
し
ま
す
。

元
気
な
産
業
づ
く
り

1

元
気
な
人
づ
く
り

2武
生
東
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業�

１
億
８
１
３
０
万
円

　
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
診
断

結
果
も
最
低
ラ
ン
ク
の
た
め
耐
震
化

推
進
計
画

に
基
づ
き
、

今
年
度
か

ら
２
カ
年

計
画
で
改

築
し
ま
す
。

坂
口
小
学
校
校
舎
等

耐
震
補
強
事
業

�

１
億
２
４
０
０
万
円

　
耐
震
性
が
劣
る
校
舎
及
び
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

児
童
の
安
全
確
保
と
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
避
難
施
設
に

改
修
し
ま
す
。

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

２
５
９
６
万
６
千
円

　
全
中
学
校
の
教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
更
新
し
、
Ｌ
Ｌ
学
習
機
能
と
の
複

合
的
利
用
を
図
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化

対
策
事
業�

１
４
７
０
万
円

　
緊
急
災
害
時
に
安
全
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
既
存
の
配
水
地
２
箇
所

に
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
緊

急
遮
断
弁
装
置
を
取
り
付
け
る
た
め
、

耐
震
診
断
と
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
災
害
準
備
基
金
の

設
置�

５
０
０
０
万
円

　
地
震
災
害
な
ど
で
被
災
し
た
水
道

施
設
を
復
旧
す
る
た
め
、
基
金
を
創

設
し
積
み
立
て
ま
す
。

子
ど
も
議
会
開
催
事
業

10
万
９
千
円

　
子
ど
も
た
ち
が
行
政
や
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
小

学
校
17
校
の
小
学
６
年
生
の
代
表
者

34
人
に
よ
る
模
擬
議
会
を
開
催
し
ま

す
。

仁
愛
大
学
新
学
部
設
置
補
助

事
業�

３
億
円

　
平
成
21
年
４
月
に
、
新
学
部
・
人

間
生
活
学
部(

仮
称)

の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
仁
愛
大
学
の
、
新
学
部
校

舎
建
設
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
等
策
定
事
業
　

１
３
９
万
９
０
０
０
円

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
あ
わ
せ

て
障
が
い
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
障

が
い
者
計
画
」と「
第
２
期
障
が
い
福

祉
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

３
６
０
万
円

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
な
ど
を
促

進
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
助
成
対
象
者
に
、
精
神
障
が
い
者

（
一
級
・
二
級
）を
加
え
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

3歴
史
と
匠
の
通
り
整
備
事
業
・

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業�

６
８
４
０
万
円

　
中
心
市
街
地
地
区
、
五
箇
地
区
の

地
域
再
生
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

5源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

１
３
４
１
万
２
千
円

　
公
会
堂
記
念
館
で
の
企
画
展
や
和

紙
の
里
特
別
展
の
開
催
な
ど
、
記
念

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
活
用

補
助�

２
４
０
万
円

　
町
内
会
や
自
治
振
興
会
な
ど
の
活

動
団
体
が
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
や
店
舗
を
活
動
拠
点
と
し
て
施
設

整
備
す
る
場
合
に
支
援
し
ま
す
。

地
域
自
治
振
興
事
業

１
億
７
０
１
万
１
千
円

　
地
域
の
個
性
を
生
か
し
て
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

自
治
振
興
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

国
際
交
流
推
進
事
業１

３
１
万
円

　
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
翻
訳
や
、

市
民
国
際
交
流
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
外
国
人
の
日
常
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ 

行
政
情
報
番
組

放
送
事
業�

86
万
１
千
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

を
活
用
し
、
地
域
密
着
型
情
報
、
行

政
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

庁
舎
建
設
基
金
積
立
事
業

１
億
５
０
９
７
万
９
千
円

　
新
庁
舎
建
設
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
基
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

Ｃ
О
２

С
О
２(

コ
ツ
コ
ツ)

削
減
事
業�

66
万
８
千
円

　
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
た
め
の

事
業
を
С
О
２

С
О
２(

コ
ツ
コ
ツ)

削

減
事
業
と
名
づ
け
、
市
民
が
で
き
る

身
近
な
温

暖
化
対
策

に
つ
い
て

の
啓
発
活

動
を
行
い

ま
す
。

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
・

学
生
サ
ロ
ン
整
備
運
営
事
業

４
８
７
万
１
千
円

　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
を
一

部
改
修
し
、
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
・
学
生
サ
ロ
ン
と
す
る
こ
と
で
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
耐
震
診
断

１
５
２
０
万
円

　
市
民
が
利
用
す
る
公
共
の
特
定
建

築
物
で
、
耐
震
診
断
が
ま
だ
の
も
の

に
つ
い
て
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

６
０
０
万
円

　
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
で
耐

震
性
が
な
い
と

判
定
さ
れ
、
改

修
工
事
を
す
る

者
に
対
し
て
、

工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

里
帰
り
安
心
出
産
サ
ポ
ー
ト
事
業

30
万
円

　
就
学
前
児
童
を
連
れ
て
里
帰
り
出

産
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
育
園
な
ど
で
保

育
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
出
産

で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業(

大
虫)

５
５
７
２
万
５
千
円

　
児
童
の
放
課
後
な
ど
の
活
動
拠
点

と
な
る
よ
う
に
、
児
童
館
を
建
設
し

ま
す
。

地
域
防
災
対
策
事
業

８
０
８
万
４
千
円

　
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る

た
め
、
物
資
の

備
蓄
や
防
災
意

識
の
啓
発
な
ど
、

防
災
体
制
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

え
る
た
め
、
同
報
系
防
災
無
線
の
今

立
地
区
の
整
備
を
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

4今
立
地
区
防
災
行
政
無
線

整
備
事
業�

３
３
０
０
万
円

　
住
民
へ
避
難
情
報
を
速
や
か
に
伝

景
観
計
画
策
定
事
業�

97
万
円

　
市
の
良
好
な
景
観
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
に
、

景
観
計
画
策

定
委
員
会
を

設
置
し
、
景

観
形
成
に
関

す
る
方
針
や

基
準
を
盛
り

込
ん
だ
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
駐
車
場
整
備
事
業

３
０
０
万
円

　
ま
ち
な
か
に
無
料
駐
車
場
を
整
備

し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

戸
谷
片
屋
線
整
備
事
業

３
億
４
０
５
０
万
円

　
東
西
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
飛
躍

的
改
善
が
期
待
さ
れ
る
戸
谷
片
屋
線

の
整
備
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

里
地
里
山
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
事
業�

75
万
円

　
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
里
地

里
山
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

保
全
再
生
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の

紹
介
や
情
報
交
換
を
行
い
、
更
な
る

保
全
活
動
に
つ
な
げ
ま
す
。
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■
主
な
事
業
の
紹
介

池
ノ
上
工
業
団
地
整
備
事
業

４
２
０
０
万
円

　
池
ノ
上
工
業
団
地
の
今
後
の
企
業

進
出
に
備
え
、
工
業
団
地
専
用
の
排

水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　観
光
客
増
加
促
進
事
業

２
３
６
万
円

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
や
、
日

曜
日
に
運
行
し
て
い
な
い
市
民
バ
ス

を
活
用
し
て
の
市
内
観
光
拠
点
の
回

遊
な
ど
で
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り

ま
す
。

源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

　（
観
光
関
係
）�

８
６
０
万
円

　
源
氏
物
語
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
千
年
を
迎
え

る
の
を
機
に
、
源
氏
物
語
千
年
紀
ウ

ォ
ー
ク
や
市
内
え
え
と
こ
め
ぐ
り
54

選
、源
氏
物
語
関
連
品
の
展
示
な
ど
、

各
種
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業89

万
円

　
市
の
農
業
や
農
村
、
食
料
に
関
し

て
、
長
期
的
で
総
合
的
な
計
画
と
な

る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

４
３
０
万
円

　
中
山
間
地
域
や
、
都
市
近
郊
地
域

の
耕
作
条
件
不
利
地
に
お
い
て
、
農

地
の
耕
作
維
持
が
図
れ
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

家
畜
防
疫
対
策
事
業15

万
８
千
円

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防

対
策
と
し
て
、
消
石
灰
購
入
経
費
を

助
成
し
ま
す
。

元
気
な
産
業
づ
く
り

1

元
気
な
人
づ
く
り

2武
生
東
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
事
業�

１
億
８
１
３
０
万
円

　
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
診
断

結
果
も
最
低
ラ
ン
ク
の
た
め
耐
震
化

推
進
計
画

に
基
づ
き
、

今
年
度
か

ら
２
カ
年

計
画
で
改

築
し
ま
す
。

坂
口
小
学
校
校
舎
等

耐
震
補
強
事
業

�

１
億
２
４
０
０
万
円

　
耐
震
性
が
劣
る
校
舎
及
び
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

児
童
の
安
全
確
保
と
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
避
難
施
設
に

改
修
し
ま
す
。

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

２
５
９
６
万
６
千
円

　
全
中
学
校
の
教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
更
新
し
、
Ｌ
Ｌ
学
習
機
能
と
の
複

合
的
利
用
を
図
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化

対
策
事
業�

１
４
７
０
万
円

　
緊
急
災
害
時
に
安
全
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
既
存
の
配
水
地
２
箇
所

に
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
緊

急
遮
断
弁
装
置
を
取
り
付
け
る
た
め
、

耐
震
診
断
と
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
災
害
準
備
基
金
の

設
置�

５
０
０
０
万
円

　
地
震
災
害
な
ど
で
被
災
し
た
水
道

施
設
を
復
旧
す
る
た
め
、
基
金
を
創

設
し
積
み
立
て
ま
す
。

子
ど
も
議
会
開
催
事
業

10
万
９
千
円

　
子
ど
も
た
ち
が
行
政
や
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
小

学
校
17
校
の
小
学
６
年
生
の
代
表
者

34
人
に
よ
る
模
擬
議
会
を
開
催
し
ま

す
。

仁
愛
大
学
新
学
部
設
置
補
助

事
業�

３
億
円

　
平
成
21
年
４
月
に
、
新
学
部
・
人

間
生
活
学
部(

仮
称)

の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
仁
愛
大
学
の
、
新
学
部
校

舎
建
設
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
等
策
定
事
業
　

１
３
９
万
９
０
０
０
円

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
、「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
あ
わ
せ

て
障
が
い
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
障

が
い
者
計
画
」と「
第
２
期
障
が
い
福

祉
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

３
６
０
万
円

　
障
が
い
者
の
社
会
参
加
な
ど
を
促

進
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
助
成
対
象
者
に
、
精
神
障
が
い
者

（
一
級
・
二
級
）を
加
え
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

3歴
史
と
匠
の
通
り
整
備
事
業
・

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業�

６
８
４
０
万
円

　
中
心
市
街
地
地
区
、
五
箇
地
区
の

地
域
再
生
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

5源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

１
３
４
１
万
２
千
円

　
公
会
堂
記
念
館
で
の
企
画
展
や
和

紙
の
里
特
別
展
の
開
催
な
ど
、
記
念

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
活
用

補
助�

２
４
０
万
円

　
町
内
会
や
自
治
振
興
会
な
ど
の
活

動
団
体
が
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
や
店
舗
を
活
動
拠
点
と
し
て
施
設

整
備
す
る
場
合
に
支
援
し
ま
す
。

地
域
自
治
振
興
事
業

１
億
７
０
１
万
１
千
円

　
地
域
の
個
性
を
生
か
し
て
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

自
治
振
興
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

国
際
交
流
推
進
事
業１

３
１
万
円

　
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
翻
訳
や
、

市
民
国
際
交
流
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
外
国
人
の
日
常
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ 

行
政
情
報
番
組

放
送
事
業�

86
万
１
千
円

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

を
活
用
し
、
地
域
密
着
型
情
報
、
行

政
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

庁
舎
建
設
基
金
積
立
事
業

１
億
５
０
９
７
万
９
千
円

　
新
庁
舎
建
設
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
基
金
を
積
み
立
て
ま
す
。

Ｃ
О
２

С
О
２(

コ
ツ
コ
ツ)

削
減
事
業�
66
万
８
千
円

　
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
た
め
の

事
業
を
С
О
２

С
О
２(

コ
ツ
コ
ツ)

削

減
事
業
と
名
づ
け
、
市
民
が
で
き
る

身
近
な
温

暖
化
対
策

に
つ
い
て

の
啓
発
活

動
を
行
い

ま
す
。

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
・

学
生
サ
ロ
ン
整
備
運
営
事
業

４
８
７
万
１
千
円

　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
を
一

部
改
修
し
、
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
・
学
生
サ
ロ
ン
と
す
る
こ
と
で
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
耐
震
診
断

１
５
２
０
万
円

　
市
民
が
利
用
す
る
公
共
の
特
定
建

築
物
で
、
耐
震
診
断
が
ま
だ
の
も
の

に
つ
い
て
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業

６
０
０
万
円

　
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
で
耐

震
性
が
な
い
と

判
定
さ
れ
、
改

修
工
事
を
す
る

者
に
対
し
て
、

工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

里
帰
り
安
心
出
産
サ
ポ
ー
ト
事
業

30
万
円

　
就
学
前
児
童
を
連
れ
て
里
帰
り
出

産
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
育
園
な
ど
で
保

育
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
出
産

で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業(

大
虫)

５
５
７
２
万
５
千
円

　
児
童
の
放
課
後
な
ど
の
活
動
拠
点

と
な
る
よ
う
に
、
児
童
館
を
建
設
し

ま
す
。

地
域
防
災
対
策
事
業

８
０
８
万
４
千
円

　
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る

た
め
、
物
資
の

備
蓄
や
防
災
意

識
の
啓
発
な
ど
、

防
災
体
制
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

え
る
た
め
、
同
報
系
防
災
無
線
の
今

立
地
区
の
整
備
を
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

4今
立
地
区
防
災
行
政
無
線

整
備
事
業�

３
３
０
０
万
円

　
住
民
へ
避
難
情
報
を
速
や
か
に
伝

景
観
計
画
策
定
事
業�

97
万
円

　
市
の
良
好
な
景
観
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
に
、

景
観
計
画
策

定
委
員
会
を

設
置
し
、
景

観
形
成
に
関

す
る
方
針
や

基
準
を
盛
り

込
ん
だ
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
駐
車
場
整
備
事
業

３
０
０
万
円

　
ま
ち
な
か
に
無
料
駐
車
場
を
整
備

し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

戸
谷
片
屋
線
整
備
事
業

３
億
４
０
５
０
万
円

　
東
西
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
飛
躍

的
改
善
が
期
待
さ
れ
る
戸
谷
片
屋
線

の
整
備
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

里
地
里
山
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
事
業�

75
万
円

　
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
里
地

里
山
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

保
全
再
生
の
先
進
的
な
取
り
組
み
の

紹
介
や
情
報
交
換
を
行
い
、
更
な
る

保
全
活
動
に
つ
な
げ
ま
す
。
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果
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果
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成
　
果

▼
市
税
収
納
率

・
現
年
度
　
０
・
８
％
増

・
現
年
度
　
１
％
増

・
滞
納
繰
越
分
　
26
・
６
％
増

　
前
年
比
　
３
８
０
０
万
円
増

▼
国
民
健
康
保
険
税
収
納
率

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
な
ど

35
・
０
％(

21
万
円)

増

▼
歳
入
の
確
保〈
主
な
成
果
〉

▼
歳
出
の
削
減
〈
主
な
成
果
〉

プログラム内容 平成19年度末の目標 平成19年度末の実績

目　　標 平成19年度の実績 平成20年度の予算 効　　果

市
税
収
入
な
ど
の
確
保

▼
指
定
管
理
者
へ
の
委
託

・
い
ま
だ
て
芸
術
館
、
ふ
る
さ

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
、
和
紙
の

里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
３

施
設
を
指
定

計
１
６
６
指
定
／
２
８
０
施
設

▼
補
助
事
業
の
削
減

・
16
事
業
削
減

　
　(

97
↓
81
事
業
へ)

　
４
６
１
１
万
円
削
減

▼
合
併
入
札
の
実
施

▼
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

・
25
本
　
１
５
０
０
万
円
削
減

・
対
象
を
３
千
万
円
以
上
に
拡
大

　
15
本
実
施

・
早
期
希
望
退
職
者

　
目
標
４
人 

↓ 

21
人(

17
人
増)

●
財
政
調
整
基
金
年
度
末
残
高

目
標
値
　
９
億
円
以
上

実
績
　
17
億
３
６
０
０
万
円

●
経
常
収
支
比
率

目
標
値
　
90
％
以
下

実
績
　
89
・
２
％(

Ｈ
18)

※スクラップ＆ビルド

　組織・事業の肥大化を防ぐため、組織・事業の新設には、それ相当分の

既存の組織・事業の廃止を前提とする考え方

▼
有
料
広
告

補
助
金
の
合
理
化

●
平
成
24
年
度
当
初
の
職
員
数

目
標
値
　
平
成
17
年
10
月(

合
併)

時

の
職
員
数
７
４
１
人
の
10
％
以
上
、

75
人
以
上
の
削
減

実
績
　
６
９
６
人(

Ｈ
20
当
初)

　
　
　
達
成
度
60
％

【
財
政
指
標
の
目
標
値
】

人
件
費
の
削
減

【
職
員
数
の
目
標
値
】

※

0円

11億7,900万円

2億   900万円

13億8,800万円

財政不足（歳入―歳出）

財政調整基金残高

減債基金残高

合　　　計

0円

17億3,600万円

3億7,300万円

21億   900万円

1,491万円 578万7千円

(2.8％削減)

8億2,200万円減

約1億2,500万円減

約4,400万円減

457万5千円減

912万3千円減

696人715人

49事業廃止
44事業新設

事務事業費の
５％削減

職員数の削減

職員給、手当の削減

寒冷地手当の全廃

市共済会負担率
の改定

事務事業の
スクラップ＆ビルド

プログラム実施による平成20年度予算編成における削減成果

財政見通しの成果

石石ら
く

３月補正後
299億4,200万円

通年型予算
291億2,000万円

職員給１％削減
昇給抑制

人事院勧告の
経過措置の終了

手当の全廃

12月補正後
570事業

565事業

●
行
財
政
構
造
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

・
現
年
度
　
２
・
３
％
増

▼
介
護
保
険
料
収
納
率

民
間
活
力
の
導
入

公
共
工
事
の
合
理
化

▼
職
員
数
の
削
減

▼
超
過
勤
務
手
当
の
削
減

・
約
２
０
０
０
万
円
縮
減

●
実
質
公
債
費
比
率

目
標
値
　
16
％
以
下

実
績
　
達
成
見
込
み
　
　

約
15
億
円
の
削
減

　
平
成
19
年
度
末
に
お
け
る
基
金
の

積
立
額
が
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債

基
金
を
合
わ
せ
て
、
目
標
額
を
７
億

２
１
０
０
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
20
年
度

の
予
算
編
成
で
は
、
８
億
２
２
０
０

万
円
の
経
費
を
削
減
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の
財

政
効
果
は
、
約
15
億
円(

単
年
度)

と

な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
当
初
か
ら

見
る
と
、
約
32

億
円(

２
カ
年)

の
削
減
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
行
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
標
値
に
対
す
る
成
果

●
具
体
的
な
取
り
組
み

・
特
別
徴
収
班
の
設
置

　
未
納
と
な
っ
て
い
る
市
税
な
ど
の

徴
収
を
徹
底
す
る
た
め
、
特
別
徴
収

班
を
設
置
し
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施

　
市
税
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
で
き
る
仕
組
み
を
確
立

し
、
市
民
に
と
っ
て
納
め
や
す
い
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施

　
差
し
押
さ
え
た
土
地
や
家
屋
な
ど

の
資
産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

売
に
掛
け
、
滞
納
処
分
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

　
事
業
の
必
要
性
や
補
助
期
限
な
ど

を
精
査
し
、
事
業
主
体
の
自
主
的
運

営
を
指
導
し
な
が
ら
、
補
助
金
額
を

削
減
し
ま
し
た
。

　
近
接
箇
所
の
工
事
な
ど
を
一
括
し

て
入
札
す
る
合
併
入
札
や
、
特
定
の

業
者
を
指
名
せ
ず
、
入
札
の
参
加
者

を
広
く
募
る
、
一
般
競
争
入
札
の
実

施
対
象
と
な
る
工
事
を
増
や
す
な
ど
、

競
争
原
理
を
活
用
し
、
経
費
の
抑
制

を
図
り
ま
し
た
。

　
３
年
計
画
で
始
め
た
早
期
希
望
退

職
者
制
度
の
最
終
の
年
度
で
も
あ
り
、

団
塊
の
世
代
か
ら
、
早
期
退
職
を
促

進
し
ま
し
た
。

　
民
間
事
業
者
に
公
共
施
設
の
運
営

を
委
託
す
る
な
ど
、
民
間
の
経
営
能

力
や
戦
略
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
収
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

▼県内９市の比較－平成18年度決算－

越前市

９市平均

(人件費／歳出総額) (人口／職員数)

19.0％

20.1％

136.5人

120.7人

２

順位 順位

２

※平成18年度歳出決算に基づく県内９市の状況を見ると、歳出総額
のうち職員に係る人件費の割合は、19.0％で、県内で２番目に少
なく、また、職員一人あたりが抱える市民の数は、136.5人で、県
内で２番目に多くなっています。

　市では、行財政構造改革プログラムの基本方針に基づき、新たな行
政課題に柔軟に対応するため、平成20年度から下表のとおり組織・
機構を見直しました。課題対策強化のため新設する課内室

廃止する課内室

課　　名 課内室の名称

納 税 課

市 民 課

観光振興課

教育総務課

学校教育課

債権回収室

消費者センター

まちなか観光推進室

学校施設耐震化推進室

幼保連携推進室

児童福祉課

都市計画課

水 道 課

課　名 課内室等の名称

子育て総合センター

区画整理推進室

ガス事業譲渡室

設　置　の　目　的　な　ど

税その他市の債権回収対策の強化を図るため

多重債務者対策の推進や国の消費者対策に対応するため

中心市街地活性化基本計画基づき、文化などの観光資源の活用を

図りながら、“まちなか観光”を推進するため

学校施設の耐震化推進計画を推進するため

幼稚園と保育園の連携の強化を図るため

越前市広報4月15日号 6越前市広報4月15日号7

行
財
政
構
造
改
革

行
財
政
構
造
改
革

平成19年度

　
市
で
は
、
第
一
次
改
定
後
の
行
財
政

構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
改
革

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
取
り
組
み
と
成
果
を
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

９
１
０
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
ik

ak
u
@

city
.ech

izen
.lg

.jp

達
成
達
成

達
成
達
成

成
　
果

▼組織改革の取り組み

ワンポ
イント

情報

越
前
市
の
改
革

越
前
市
の
改
革

特

集

２
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・
現
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度
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増

・
滞
納
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・
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増

▼
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率

・
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万
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〉

▼
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主
な
成
果
〉
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目　　標 平成19年度の実績 平成20年度の予算 効　　果

市
税
収
入
な
ど
の
確
保

▼
指
定
管
理
者
へ
の
委
託

・
い
ま
だ
て
芸
術
館
、
ふ
る
さ

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
、
和
紙
の

里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
３

施
設
を
指
定

計
１
６
６
指
定
／
２
８
０
施
設

▼
補
助
事
業
の
削
減

・
16
事
業
削
減

　
　(

97
↓
81
事
業
へ)

　
４
６
１
１
万
円
削
減

▼
合
併
入
札
の
実
施

▼
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

・
25
本
　
１
５
０
０
万
円
削
減

・
対
象
を
３
千
万
円
以
上
に
拡
大

　
15
本
実
施

・
早
期
希
望
退
職
者

　
目
標
４
人 

↓ 

21
人(

17
人
増)

●
財
政
調
整
基
金
年
度
末
残
高

目
標
値
　
９
億
円
以
上

実
績
　
17
億
３
６
０
０
万
円

●
経
常
収
支
比
率

目
標
値
　
90
％
以
下

実
績
　
89
・
２
％(

Ｈ
18)

※スクラップ＆ビルド

　組織・事業の肥大化を防ぐため、組織・事業の新設には、それ相当分の

既存の組織・事業の廃止を前提とする考え方

▼
有
料
広
告

補
助
金
の
合
理
化

●
平
成
24
年
度
当
初
の
職
員
数

目
標
値
　
平
成
17
年
10
月(

合
併)

時

の
職
員
数
７
４
１
人
の
10
％
以
上
、

75
人
以
上
の
削
減

実
績
　
６
９
６
人(

Ｈ
20
当
初)

　
　
　
達
成
度
60
％

【
財
政
指
標
の
目
標
値
】

人
件
費
の
削
減

【
職
員
数
の
目
標
値
】

※

0円

11億7,900万円

2億   900万円

13億8,800万円

財政不足（歳入―歳出）

財政調整基金残高

減債基金残高

合　　　計

0円

17億3,600万円

3億7,300万円

21億   900万円

1,491万円 578万7千円

(2.8％削減)

8億2,200万円減

約1億2,500万円減

約4,400万円減

457万5千円減

912万3千円減

696人715人

49事業廃止
44事業新設

事務事業費の
５％削減

職員数の削減

職員給、手当の削減

寒冷地手当の全廃

市共済会負担率
の改定

事務事業の
スクラップ＆ビルド

プログラム実施による平成20年度予算編成における削減成果

財政見通しの成果

石石ら
く

３月補正後
299億4,200万円

通年型予算
291億2,000万円

職員給１％削減
昇給抑制

人事院勧告の
経過措置の終了

手当の全廃

12月補正後
570事業

565事業

●
行
財
政
構
造
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

・
現
年
度
　
２
・
３
％
増

▼
介
護
保
険
料
収
納
率

民
間
活
力
の
導
入

公
共
工
事
の
合
理
化

▼
職
員
数
の
削
減

▼
超
過
勤
務
手
当
の
削
減

・
約
２
０
０
０
万
円
縮
減

●
実
質
公
債
費
比
率

目
標
値
　
16
％
以
下

実
績
　
達
成
見
込
み
　
　

約
15
億
円
の
削
減

　
平
成
19
年
度
末
に
お
け
る
基
金
の

積
立
額
が
、
財
政
調
整
基
金
と
減
債

基
金
を
合
わ
せ
て
、
目
標
額
を
７
億

２
１
０
０
万
円
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
20
年
度

の
予
算
編
成
で
は
、
８
億
２
２
０
０

万
円
の
経
費
を
削
減
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の
財

政
効
果
は
、
約
15
億
円(

単
年
度)

と

な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
当
初
か
ら

見
る
と
、
約
32

億
円(

２
カ
年)

の
削
減
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
行
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
標
値
に
対
す
る
成
果

●
具
体
的
な
取
り
組
み

・
特
別
徴
収
班
の
設
置

　
未
納
と
な
っ
て
い
る
市
税
な
ど
の

徴
収
を
徹
底
す
る
た
め
、
特
別
徴
収

班
を
設
置
し
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施

　
市
税
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
で
き
る
仕
組
み
を
確
立

し
、
市
民
に
と
っ
て
納
め
や
す
い
環

境
を
整
え
ま
し
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
実
施

　
差
し
押
さ
え
た
土
地
や
家
屋
な
ど

の
資
産
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

売
に
掛
け
、
滞
納
処
分
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

　
事
業
の
必
要
性
や
補
助
期
限
な
ど

を
精
査
し
、
事
業
主
体
の
自
主
的
運

営
を
指
導
し
な
が
ら
、
補
助
金
額
を

削
減
し
ま
し
た
。

　
近
接
箇
所
の
工
事
な
ど
を
一
括
し

て
入
札
す
る
合
併
入
札
や
、
特
定
の

業
者
を
指
名
せ
ず
、
入
札
の
参
加
者

を
広
く
募
る
、
一
般
競
争
入
札
の
実

施
対
象
と
な
る
工
事
を
増
や
す
な
ど
、

競
争
原
理
を
活
用
し
、
経
費
の
抑
制

を
図
り
ま
し
た
。

　
３
年
計
画
で
始
め
た
早
期
希
望
退

職
者
制
度
の
最
終
の
年
度
で
も
あ
り
、

団
塊
の
世
代
か
ら
、
早
期
退
職
を
促

進
し
ま
し
た
。

　
民
間
事
業
者
に
公
共
施
設
の
運
営

を
委
託
す
る
な
ど
、
民
間
の
経
営
能

力
や
戦
略
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
収
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

▼県内９市の比較－平成18年度決算－

越前市

９市平均

(人件費／歳出総額) (人口／職員数)

19.0％

20.1％

136.5人

120.7人

２

順位 順位

２

※平成18年度歳出決算に基づく県内９市の状況を見ると、歳出総額
のうち職員に係る人件費の割合は、19.0％で、県内で２番目に少
なく、また、職員一人あたりが抱える市民の数は、136.5人で、県
内で２番目に多くなっています。

　市では、行財政構造改革プログラムの基本方針に基づき、新たな行
政課題に柔軟に対応するため、平成20年度から下表のとおり組織・
機構を見直しました。課題対策強化のため新設する課内室

廃止する課内室

課　　名 課内室の名称

納 税 課

市 民 課

観光振興課

教育総務課

学校教育課

債権回収室

消費者センター

まちなか観光推進室

学校施設耐震化推進室

幼保連携推進室

児童福祉課

都市計画課

水 道 課

課　名 課内室等の名称

子育て総合センター

区画整理推進室

ガス事業譲渡室

設　置　の　目　的　な　ど

税その他市の債権回収対策の強化を図るため

多重債務者対策の推進や国の消費者対策に対応するため

中心市街地活性化基本計画基づき、文化などの観光資源の活用を

図りながら、“まちなか観光”を推進するため

学校施設の耐震化推進計画を推進するため

幼稚園と保育園の連携の強化を図るため
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行
財
政
構
造
改
革

行
財
政
構
造
改
革

平成19年度

　
市
で
は
、
第
一
次
改
定
後
の
行
財
政

構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
改
革

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
取
り
組
み
と
成
果
を
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

９
１
０
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
ik

ak
u
@

city
.ech

izen
.lg

.jp

達
成
達
成

達
成
達
成

成
　
果

▼組織改革の取り組み

ワンポ
イント

情報

越
前
市
の
改
革

越
前
市
の
改
革

特

集

２



■功績の概要　昭和37年に詩吟の会(現在の福井愛吟国風会)に入

会し、公民館などで詩吟教室を開催、また昭和52年に南越加賀山

会発足と同時に入会し、民謡教室を開催するなど、詩吟・民謡の

普及に尽力されました。

　また、昭和46年からは市文化協議会の理事、事務局長、理事長

などの要職を歴任し、昨年４月からは副会長に就任されています。

とりわけ今立町文化協議会との合併の際は、中心的な役割を担わ

れるなど、本市の文化振興に大きく貢献されています。

■功績の概要　昭和48年に「武生女性合唱団」として発足。また昭

和57年には男性団員を加えた混声合唱団として、現在の『合唱団「武

生」』となり、本年で35周年を迎えられました。

　「市民童謡のつどい」「サロンコンサート」の開催、また「市民音楽祭」

「国民文化祭」をはじめ市内外の記念行事に数多く参加するなど、精

力的な音楽活動を続けています。

　さらに市内小学校の合唱団との合同合唱や、「市民童謡のつどい」

では三世代家族合唱を行い、歌を通して世代を超えた心の交流を図

るなど、本市の文化振興に大きく貢献されています。

■功績の概要　昭和52年に、時代衣装をはじめ古き衣装の研究や、

平安・着物文化の普及を目的に結成されました。

　手作りで制作した約200着の平安衣装は、県内外の小中学校の体

験学習をはじめ、さまざまな催しで活用されています。また、この

衣装は「たけふ菊人形」や「式部とふじまつり」などのイベントでも披

露され、大変好評を博しています。

　さらに小・中学校や地区公民館などで着物文化の普及に努めるほ

か、外国人を対象に着付体験を実施し国際交流を図るなど、本市の

文化振興に大きく貢献されています。

　市は学術ならびに芸術・文化の分野において、著しい功績

のあった個人(団体)を、文化功労者として表彰しています。

　平成19年度の受賞者として、松井光ニさん、合唱団「武生」、

日本民族衣裳源流会の１個人２団体を選び、表彰式を３月

23日に行いました。

※この表彰には、名誉市民となられた皆さんなどからの寄付金を基

に設けられた「文化功労者表彰基金」が活用されています。

問合先　秘書広報課(秘書室)　1(２２)３４２７

松 井  光 ニさん　(住吉町)

越前市
文化功労者が
表彰されました

越前市
文化功労者が
表彰されました

まつ　　  い 　　   みつ　　 じ

合唱団「武生」　(岩端るみ子代表)

がっ しょう だん  　  たけ   ふ

日本民族衣裳源流会　(三田村まつゑ代表)

に　ほん　みん　ぞく　い　しょうげん りゅう かい

・三田村淳市さん(清水頭町)

・安本純一郎さん(本保町)

・宮本　　勉さん(杉崎町)

・町村　正則さん(五分市町)

・橋本　照子さん(村国三丁目)

・山室　邦夫さん(北小山町)

・田中　輝子さん(府中二丁目)

・原　　富子さん(安養寺町)

・鈴木　武夫さん(平出一丁目)

・青山　茂盛さん(本保町)

・橋本　精一さん(池ノ上町)

・林　ヒデ子さん(荒谷町)

・宮川　　信さん(中山町)

・山本　秀樹さん(蓑脇町)

・王子保地区老人クラブ連合会

・北日野地区食生活改善

　推進員会

■個人の部(14人) ■団体の部(２団体)
  み  た  むらじゅんいち

やすもとじゅんいちろう

みやもと　　　  つとむ

まちむら　　まさのり

はしもと　　てる  こ

やまむろ　　くに  お

  た なか　　てる こ

はら　　　　とみ こ

すず  き　　  たけ お

あおやま　　しげもり

はしもと　　せいいち

はやし

みやがわ　　　  まこと

やまもと　　ひで き

問合先　生涯学習課

　1(２２)３９７７

平成19年度  越前市社会教育活動推進功労者
市の社会教育発展に貢献された皆さんが、社会教育活動推進功労者として表彰されました。
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がん検診の取り組みを強化します！がん検診の取り組みを強化します！がん検診の取り組みを強化します！

越前市広報４月15日号9

たばこ
（1/3）

感染
日光の当たり過ぎ
環境要因

遺伝 （5%）

肥満 、栄養不足、運動不足（1/3）

大腸がん、乳がん

肝臓がん、子宮頸がん

肺がん

200�
180�
160�
140�
120�
100�
80�
60�
40�
20�
0
0 10 20 30 40 50 60 70 80（歳）

（人）

人
口
10
万
対

乳がん

大腸がん

胃がん

肺がん

女性の部位別がん発生率

働き盛りに多い乳がん

がんの原因

「地域がん登録」研究班（主任研究者：津熊秀明）による全国推計値（1998年）

（国立がんセンター 　がん予防・検診研究センター編集のパンフレットより）

問合先　健康増進課　1(２４)２２２1

65
歳
以
上
は
全
て
無
料

▼がん検診の種類と自己負担金

40、45、50、

55、60歳

25、30、35、40、
45、50、55、60歳

50、55、60歳

65歳以上の人のがん検診を無料にします。(旧制度：70歳以上の人を対象)

節目年齢の人のがん検診を新設し、無料で実施します。(がん検診を受けるきっかけづくり)

ただし、医療機関での検診は有料です。

休日などに「がん検診の日」を設定します。(働いている人が受診しやすくなるように)

　と　き　５月11日(日)、11月29(土)、30日(日)　　ところ　コミュニティーセンター柳荘

　※健康増進課に予約が必要です。事前に送付される「がん検診のお知らせ」ハガキを持参してください。

自 己 負 担 金 節目検診対象年齢

市が実施するがん検診は、各地区の公民館などで行う「集団検診」と、医療機関で受ける検診があります。

ただし、医療機関で受けることができるがん検診は、乳がん、子宮がん・大腸がんの３つのみです。

がん検診には、基本的に下表のとおり、自己負担金がかかります。

が ん 検 診 の 種 類

節
目
年
齢
は
無
料

医療機関でがん検診(乳・子宮・大腸)を受ける場合の自己負担金を、引き下げます。(集団検診と同額に)

(

た
だ
し
、医
療
機
関
で
の
検
診
は
有
料)

平成18年度

肺がん 胃がん 大腸がん 乳がん 子宮がん

�４人� ４人� ６人� ７人� １人

▼市のがん検診での発見者数

早期発見で治癒率アップ！
～がん検診を受けていますか～

強化するポイント 平成20年度～

肺がん検診

肺がん（かく痰検査）

胃がん検診

乳がん検診(医療機関でも検診可)

子宮がん検診(医療機関でも検診可)

大腸がん検診(医療機関でも検診可)

前立腺がん検診

３００円

５００円

９００円

１，０００円

８００円

５００円

５００円

※国民健康保険加入者以外の人が、医療機関で大腸がん検診を希望する場合は、健康増進課に申し込ん
　でください。



そ
の
３

そ
の
２

そ
の
１

４月から 変更前

一般世帯

住民税
非課税世帯
（注2）

460円
（注1）

320円

食　費（1食）

居住費（1日）

食　費（1食）

居住費（1日）

210円

320円

260円

210円

－

－

（注１）一部の医療機関では420円の場合があ

ります。

（注２）市役所窓口で申請のうえ交付される、

減額認定証の提示が必要です。

▼食費・居住費の負担額(65～69歳の人)

▼平成20年度　国民健康保険税の税率

旧
税
額

年
額
３
万
９
４
０
０
円

新
税
額

年
額
３
万
３
１
０
０
円

旧
税
額

年
額
３
６
万
９
４
０
０
円

新
税
額

年
額
３
７
万
３
７
０
０
円

●
一
人
に
１
枚
の
保
険
証(
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証)

が
交
付
さ
れ
ま
す

※
65
〜
74
歳
ま
で
の
人
で
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
人
は
、
希
望
に
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
入
れ
ま
す
。

　
幼
児(

３
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
３
月

末
ま
で)

の
医
療
費
負
担
割
合
が
、
４
月
か

ら
２
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
〜
69

歳
の
人
は
、
食
費
の
み
自
己
負
担
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
居
住
費
も
自
己
負
担
と
な
り
、

さ
ら
に
、
負
担
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
実
施

す
る
特
定
健
康
診
査

・
特
定
保
健
指
導
の

費
用
を
算
定
し
ま
し

た
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
試
算
例
比
較

給
与
収
入�

１
８
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

な
し

問
合
先

・
国
民
健
康
保
険
の
資
格
、
給
付
に
つ
い
て

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
、
給
付
、

　
保
険
料
の
年
金
天
引
き
方
法
に
つ
い
て

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
金
額
、

　
算
定
方
法
に
つ
い
て

　
福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
1
０
７
７
６(

５
４)

６
３
３
０

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
　

　
税
務
課
　
1(

２
２)

３
０
１
４

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

１

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す

　
計
画
内
容

　
５
年
後
の
平
成
24
年
度
の
実
績
目
標
値
を

設
定
し
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
度

評
価
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
資
料

室
、
各
公
民
館
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
策
定
理
由

　
今
年
度
か
ら
、
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目

し
た
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
が
医
療
保
険
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ

れ
に
よ
り
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
策
定
経
過

　
昨
年
６
月
に
市
民
３
千
人
を
対
象
に
、
健

康
診
査
に
対
す
る
意
識
や
要
望
な
ど
を
調
査

し
、
同
時
に
学
識
経
験
者
や
保
健
行
政
代
表

な
ど
か
ら
構
成
す
る
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

医
療
費
分
析
や
調
査
結
果
を
も
と
に
、
４
回

に
わ
た
り
計
画
の
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
出
さ
れ
た
答
申
案
を
受
け
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
及
び
庁
内
に
て
検

討
を
加
え
、
今
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
や
収
入
の
あ

る
人
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
費
の
負
担
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん

２

70
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
負
担

が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

３

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
幼
児
の

医
療
費
負
担
を
２
割
へ
軽
減

４

葬
祭
費
を
、
３
万
円
か
ら

５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す

５

療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
〜

69
歳
の
人
の
、
食
費
・
居
住
費

の
負
担
が
変
わ
り
ま
す

※
慢
性
の
状
態
に
あ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
入
院

療
養
を
必
要
と
す
る
人
が
入
院
す
る
病
床

※

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
賦
課
方
式
を
変
更

し
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
出
来

ま
し
た
。

　
低
所
得
の
世
帯
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
率
を
、
こ
れ
ま
で
の
「
６
割
、
４

割
」
か
ら
「
７
割
、
５
割
、
２
割
」
へ
拡
大
し

ま
し
た
。

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
介
護
納
付
金
分

の
賦
課
額
が
必
要
額

を
下
回
っ
て
い
た
た
め
、

適
正
な
税
率
へ
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
保

険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
市

の
窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
２
年
間
、

所
得
割
分
と
資
産
割
分
は
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
険
税
が
一
般
世
帯
及
び
２

割
軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
の
場
合
は
、
２

年
間
、
保
険
税
の
均
等
割
分
が
半
額
に
、

さ
ら
に
加
入
者
が
１
人
で
あ
る
場
合
は
平

等
割
分
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
は
継
続
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、

残
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
や
新

た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
税
が
急
激
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、
75
歳
未
満

の
人
が
国
民
健
康
保
険
に
残
っ
た
場
合

(ア)
低
所
得
者
の
場
合
に
は
、
５
年
間
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ
っ
た
人
を

加
え
て
軽
減
判
定
を
し
ま
す
。

(イ)
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
１
人
と

な
る
場
合
に
は
、
５
年
間
保
険
税
の

平
等
割
分
が
半
額
に
な
り
ま
す
。（
介

護
分
を
除
く
。）

　
被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
た
め
、
そ
の
扶
養
家
族（
65
〜

74
歳
）が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

※
※「
被
用
者
保
険
」と
は
、
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
を
い
い
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
年
金
収
入
世
帯

●
40
歳
〜
64
歳
の
給
与
収
入
世
帯

年
金
収
入�

50
万
円

固
定
資
産
税
額�

な
し�

夫
　
70
歳

妻
　
66
歳

年
金
収
入�

１
３
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

４
万
円

夫
　
50
歳

妻
　
45
歳

給
与
収
入�

４
０
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

10
万
８
千
円

←

（
△
６
３
０
０
円
減
）

（
４
３
０
０
円
増
）

←

問
合
先

・
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
、
特
定
健
康

　
診
査
・
保
健
指
導
の
内
容
に
つ
い
て

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

　
健
康
増
進
課
　
1(

２
４)

２
２
２
１

 

６●
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
４
月
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
保
険
証(
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証)

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
75
歳
を
迎
え
る
人
は
、
75
歳
の

誕
生
日
か
ら
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
入
り
ま
す
の
で
、

誕
生
月
の
前
の
月
に

保
険
証
が
届
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
葬
儀
を
あ
げ
た
場
合
、

そ
の
人
の
葬
儀
を
執

行
し
た
人
に
対
し
て

支
給
す
る
葬
祭
費
を
、

５
万
円
へ
引
き
上
げ

ま
す
。

所得割

資産割

均等割
（１人ごと）

平等割
（世帯ごと）

（賦課限度額）

医療分（Ａ）

（0～74歳）

後期高齢者　
支援金分（Ｂ）
（0～74歳）

介護納付金分(C)

（40～64歳）

(Ａ＋Ｂ)の
旧税率

（加入者全員）
（C）の旧税率

1.5％

5.0％

3,000円

3,000円

12万円

1.4％

5.0％

7,200円

6,000円

9万円

5.0％

18.0％

24,000円

22,800円

47万円

7.0％

35.0％

19,800円

24,000円

56万円

1.0％

5.0％

5,300円

5,600円

9万円
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医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　 

税
率
を
改
定
し
ま
し
た

軽
減
措
置

減
免
措
置

 

そ
の
４

　
70
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
負
担
割
合
が
、

平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
は
、
１
割
の

ま
ま
と
な
り
ま
す
。
（
平
成
21
年
４
月
か
ら

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
）

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
の
基
準
と
な
る
自
己

負
担
限
度
額
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
３
割
負

担
の
人
は
、
そ
の
ま
ま
と
な

り
ま
す
。



そ
の
３

そ
の
２

そ
の
１

４月から 変更前

一般世帯

住民税
非課税世帯
（注2）

460円
（注1）

320円

食　費（1食）

居住費（1日）

食　費（1食）

居住費（1日）

210円

320円

260円

210円

－

－

（注１）一部の医療機関では420円の場合があ

ります。

（注２）市役所窓口で申請のうえ交付される、

減額認定証の提示が必要です。

▼食費・居住費の負担額(65～69歳の人)

▼平成20年度　国民健康保険税の税率

旧
税
額

年
額
３
万
９
４
０
０
円

新
税
額

年
額
３
万
３
１
０
０
円

旧
税
額

年
額
３
６
万
９
４
０
０
円

新
税
額

年
額
３
７
万
３
７
０
０
円

●
一
人
に
１
枚
の
保
険
証(

後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証)

が
交
付
さ
れ
ま
す

※
65
〜
74
歳
ま
で
の
人
で
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
人
は
、
希
望
に
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
入
れ
ま
す
。

　
幼
児(

３
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
３
月

末
ま
で)

の
医
療
費
負
担
割
合
が
、
４
月
か

ら
２
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
〜
69

歳
の
人
は
、
食
費
の
み
自
己
負
担
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
居
住
費
も
自
己
負
担
と
な
り
、

さ
ら
に
、
負
担
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
実
施

す
る
特
定
健
康
診
査

・
特
定
保
健
指
導
の

費
用
を
算
定
し
ま
し

た
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
試
算
例
比
較

給
与
収
入�

１
８
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

な
し

問
合
先

・
国
民
健
康
保
険
の
資
格
、
給
付
に
つ
い
て

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
、
給
付
、

　
保
険
料
の
年
金
天
引
き
方
法
に
つ
い
て

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
金
額
、

　
算
定
方
法
に
つ
い
て

　
福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
1
０
７
７
６(

５
４)

６
３
３
０

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
　

　
税
務
課
　
1(

２
２)
３
０
１
４

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)
３
０
０
２

１

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
す

　
計
画
内
容

　
５
年
後
の
平
成
24
年
度
の
実
績
目
標
値
を

設
定
し
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
度

評
価
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
資
料

室
、
各
公
民
館
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
策
定
理
由

　
今
年
度
か
ら
、
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目

し
た
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
が
医
療
保
険
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ

れ
に
よ
り
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
策
定
経
過

　
昨
年
６
月
に
市
民
３
千
人
を
対
象
に
、
健

康
診
査
に
対
す
る
意
識
や
要
望
な
ど
を
調
査

し
、
同
時
に
学
識
経
験
者
や
保
健
行
政
代
表

な
ど
か
ら
構
成
す
る
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

医
療
費
分
析
や
調
査
結
果
を
も
と
に
、
４
回

に
わ
た
り
計
画
の
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
出
さ
れ
た
答
申
案
を
受
け
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
及
び
庁
内
に
て
検

討
を
加
え
、
今
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
や
収
入
の
あ

る
人
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
費
の
負
担
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん

２

70
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
負
担

が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

３

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
幼
児
の

医
療
費
負
担
を
２
割
へ
軽
減

４

葬
祭
費
を
、
３
万
円
か
ら

５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す

５

療
養
病
床
に
入
院
す
る
65
〜

69
歳
の
人
の
、
食
費
・
居
住
費

の
負
担
が
変
わ
り
ま
す

※
慢
性
の
状
態
に
あ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
入
院

療
養
を
必
要
と
す
る
人
が
入
院
す
る
病
床

※

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
率
の
賦
課
方
式
を
変
更

し
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
出
来

ま
し
た
。

　
低
所
得
の
世
帯
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
率
を
、
こ
れ
ま
で
の
「
６
割
、
４

割
」
か
ら
「
７
割
、
５
割
、
２
割
」
へ
拡
大
し

ま
し
た
。

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
介
護
納
付
金
分

の
賦
課
額
が
必
要
額

を
下
回
っ
て
い
た
た
め
、

適
正
な
税
率
へ
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
保

険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
人
は
、
市

の
窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
２
年
間
、

所
得
割
分
と
資
産
割
分
は
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
険
税
が
一
般
世
帯
及
び
２

割
軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
の
場
合
は
、
２

年
間
、
保
険
税
の
均
等
割
分
が
半
額
に
、

さ
ら
に
加
入
者
が
１
人
で
あ
る
場
合
は
平

等
割
分
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
は
継
続
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、

残
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
や
新

た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
税
が
急
激
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、
75
歳
未
満

の
人
が
国
民
健
康
保
険
に
残
っ
た
場
合

(ア)
低
所
得
者
の
場
合
に
は
、
５
年
間
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ
っ
た
人
を

加
え
て
軽
減
判
定
を
し
ま
す
。

(イ)
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
１
人
と

な
る
場
合
に
は
、
５
年
間
保
険
税
の

平
等
割
分
が
半
額
に
な
り
ま
す
。（
介

護
分
を
除
く
。）

　
被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
た
め
、
そ
の
扶
養
家
族（
65
〜

74
歳
）が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

※
※「
被
用
者
保
険
」と
は
、
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
を
い
い
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
年
金
収
入
世
帯

●
40
歳
〜
64
歳
の
給
与
収
入
世
帯

年
金
収
入�

50
万
円

固
定
資
産
税
額�

な
し�

夫
　
70
歳

妻
　
66
歳

年
金
収
入�

１
３
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

４
万
円

夫
　
50
歳

妻
　
45
歳

給
与
収
入�

４
０
０
万
円

固
定
資
産
税
額�

10
万
８
千
円

←

（
△
６
３
０
０
円
減
）

（
４
３
０
０
円
増
）

←

問
合
先

・
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
、
特
定
健
康

　
診
査
・
保
健
指
導
の
内
容
に
つ
い
て

　
保
険
年
金
課
　
1(

２
２)

３
０
０
２

　
健
康
増
進
課
　
1(

２
４)

２
２
２
１

 

６●
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
４
月
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
保
険
証(

後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証)

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
75
歳
を
迎
え
る
人
は
、
75
歳
の

誕
生
日
か
ら
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
入
り
ま
す
の
で
、

誕
生
月
の
前
の
月
に

保
険
証
が
届
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
葬
儀
を
あ
げ
た
場
合
、

そ
の
人
の
葬
儀
を
執

行
し
た
人
に
対
し
て

支
給
す
る
葬
祭
費
を
、

５
万
円
へ
引
き
上
げ

ま
す
。

所得割

資産割

均等割
（１人ごと）

平等割
（世帯ごと）

（賦課限度額）

医療分（Ａ）

（0～74歳）

後期高齢者　
支援金分（Ｂ）
（0～74歳）

介護納付金分(C)

（40～64歳）

(Ａ＋Ｂ)の
旧税率

（加入者全員）
（C）の旧税率

1.5％

5.0％

3,000円

3,000円

12万円

1.4％

5.0％

7,200円

6,000円

9万円

5.0％

18.0％

24,000円

22,800円

47万円

7.0％

35.0％

19,800円

24,000円

56万円

1.0％

5.0％

5,300円

5,600円

9万円
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医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　 

税
率
を
改
定
し
ま
し
た

軽
減
措
置

減
免
措
置

 

そ
の
４

　
70
〜
74
歳
の
人
の
医
療
費
負
担
割
合
が
、

平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
は
、
１
割
の

ま
ま
と
な
り
ま
す
。
（
平
成
21
年
４
月
か
ら

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
）

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
の
基
準
と
な
る
自
己

負
担
限
度
額
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
３
割
負

担
の
人
は
、
そ
の
ま
ま
と
な

り
ま
す
。



　
課
の
場
所(

執
務
室)
を

　
移
動
し
ま
し
た

　
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
次
の

課
の
場
所(

執
務
室)

を
移
動
し
ま
し

た
。

問
合
先
　
財
務
課

　
1(

２
２)

３
２
３
４

▼
県
税
事
務
所

　
【
名
称
、
業
務
変
更
】

　
嶺
北
に
あ
る
南
越
・
坂
井
・
大
野

県
税
事
務
所
を
、
福
井
県
税
事
務
所

に
集
約
し
ま
す
。

　
南
越
県
税
事
務
所
は
、
丹
南
県
税

相
談
室
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
窓
口
収
納
、
納
税
証
明

書
の
発
行
、
納
税
相
談
な
ど

※
詳
し
い
相
談
や
、
課
税
・
納
税
業

務
は
福
井
県
税
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

実
施
日
　
10
月
１
日
(水)
か
ら

問
合
先
　
南
越
県
税
事
務
所

　
1(

２
３)

４
５
４
５

▼
土
木
事
務
所

　
【
再
編
、
名
称
変
更
】

　
今
立
・
鯖
江
・
朝
日
土
木
事
務
所

を
武
生
土
木
事
務
所
に
集
約
し
、
名

称
を
丹
南
土
木
事
務
所
に
変
更
し
ま

す
。

　
ま
た
旧
武
生
土
木
事
務
所
の
改
築

工
事
を
行
う
た
め
、
平
成
21
年
６
月

30
日
ま
で
、
旧
今
立
土
木
事
務
所
に
、

今
立
地
区
の
業
務
を
行
う
今
立
分
庁

舎
を
設
置
し
ま
す
。(

総
務
業
務
は
４

月
か
ら
集
約
済
み)

問
合
先
　
丹
南
土
木
事
務
所

　
　
1(

２
３)

４
５
４
５

　
丹
南
土
木
事
務
所
今
立
分
庁
舎
　

　
　
1(

４
２)

２
０
０
０

　
　
除
雪
の
対
応
が
心
配
で
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
パ
ト

ロ
ー
ル
体
制
を
確
保
し
、
道

路
の
状
況
の
適
切
な
把
握
に

努
め
、
除
雪
な
ど
迅
速
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

▼
農
林
総
合
事
務
所

　
【
名
称
変
更
】

　
丹
生
農
林
総
合
事
務
所
を
南
越
農

林
総
合
事
務
所
に
集
約
し
、
名
称
を

丹
南
農
林
総
合
事
務
所
に
変
更
し
ま

す
。

※
業
務
内
容
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
で
す
。

問
合
先
　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　
1(

２
３)

４
５
４
５

●執務室の移動

移動のあった課・室名

維持管理課

家庭児童相談室

文化課

生涯学習課

これまで

本庁舎
(３階)

本庁舎
(１階)

分庁舎
(３階)

分庁舎
(３階)

本庁舎
(同じ)

福祉健康センター
(ハート・フル・たけふ)４階

分庁舎
(２階)

生涯学習センター
(２階)

　地域に密着した活動が要求されることから、各消防団

分団の担当地域を小学校区単位に再編し、分団名称につ

いては地区名を称することになりました。

問合先　南越消防組合中消防署　1(２１)８８９９

担当地域・分団名称を変更 今立警察署が越前警察署分庁舎に

　小規模警察署の機能強化や市

町村合併に伴う管轄区の見直し

を受けて、今立警察署は４月か

ら越前署と統合。今後、旧今立

署管内で凶悪事件などが起きた

時、大量動員が可能となります。

　また庁舎は越前警察署分庁舎として残り、分庁舎

長(１人)を筆頭に地域警察官(６人)、交通係(１人)、

警察安全相談係(１人)の計９人が勤務。なお地域警

察官は、24時間３交代制で勤務します。

これまでどおりできる業務

・被害届や遺失拾得物届の受理

・運転免許証の記載事項変更などの交通関係の許認

可事務

・相談業務は継続します。

問合先　

　越前警察署　1(２４)０１１０

　越前警察署今立分庁舎　1(４３)０１１０

移　　動　　先 ■
市
役
所

■
県
の
出
先
機
関
　
〜
名
称
が「
丹
南
」に
統
一
〜

QA

Q
A
&

出
先
機
関
再
編

■消防団 ■警察署

4
月
か
ら
市
や
県
等
の

　
　
場
所
や
組
織
が
変
わ
り
ま
す
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東

西

南

神山

吉野

国高

大虫

坂口

王子保

第１分団

第2・4分団

第3・4分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第12分団

東分団

西分団

南分団

神山分団

吉野分団

国高分団

大虫分団

坂口分団

王子保分団

北日野

北新庄

味真野

白山

粟田部

岡本

南中山

服間

第11分団

第10分団

第13分団

第14分団

第15分団

第18分団

第16分団

第17分団

北日野分団

北新庄分団

味真野分団

白山分団

粟田部分団

岡本分団

南中山分団

服間分団

地 区 これまで 新分団名 地 区 これまで 新分団名

10月～



水
の
話

Story of Water

【第６話】

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
海
面

上
昇
や
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
そ
の
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
二

酸
化
炭
素(

Ｃ
Ｏ
２)

の
排
出
。
世

帯
あ
た
り
の
排
出
量
は
５
４
０

０
キ
ロ
。
そ
の
う
ち
31
・
５
％

が
マ
イ
カ
ー
か
ら
出
て
い
ま
す
。

　
交
通
機
関
が
一
人
の
人
を
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
運
ぶ
際
に
排
出
す

る
Ｃ
Ｏ
２

は
、
鉄
道
を
１
と
す
る
と
、

バ
ス
は
４
、
自
家
用
乗
用
車
は
９
・

５
と
な
り
、
可
能
な
限
り
バ
ス
や

電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
地
球
環
境
に
配
慮

し
た
交
通
マ
ナ
ー
で
す
。

　
車
の
運
転
を
週
１
回
休
む
だ
け

で
も
、
環
境
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
み
て
は
、
い
か
が

で
す
か
。

　
市
区
長
会
連
合
会
は
３
月
14
日
、

福
武
線
存
続
に
向
け
た
要
望
書
を

市
長
と
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
し
た
署
名
数
は
、
４
万
９
５

４
４
人
。
要
望
書
を
受
け
取
っ
た

市
長
は
、「
こ
の
署
名
を
重
く
受
け

止
め
、
議
会
の
理
解
を
得
て
、
残

さ
れ
て
い
る
課
題
を
詰
め
て
い
き

た
い
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
が
福
武
線

に
乗
っ
て
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
現
在
、
福
武
線
の
利
用
促
進
に

向
け
た
、
沿
線
３
市
の
住
民
レ
ベ

ル
の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲区長連合会(中西明彦会長)が集めた署名を
受け取る奈良市長と福田市議会議長。

問合先　防災安全課

　1(２２)３０８１

●
越
前
市

　
防
火
広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
を
購

入
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
器
材
を
活

用
し
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
防

火
防
災
の
意
識
の
啓
発
・
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
購
入
品
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ

ー
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど

「宝くじ助成金」で

災害対策用
資器材を整備

　
近
年
、
地
震
が
多
発
し
て
い
ま

す
が
、
被
災
し
た
場
合
に
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で
特
に
飲
料
水

の
確
保
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
市

内
に
あ
る
２
カ
所
の
配
水
池(

西

谷
／
７
５
０
０
ト
ン
、
不
老
第
２

／
２
５
０
０
ト
ン)

に
緊
急
遮
断

弁
を
設
置
し
て
、
飲
料
水
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
お
い
て
池
ノ
上(

８
７

０
０
ト
ン
）
、
不
老
第
１(

２
０
０

０
ト
ン)

配
水
池
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
、
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事

の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
非
常
時
に
備
え
て
給
水
タ

ン
ク
車(

２
ト
ン)

や
非
常
用
浄
水

装
置(

２
ト
ン
／
時
間)

、
給
水
ポ

リ
タ
ン
ク
な
ど
を
常
備
し
て
災
害

に
備
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
災
害
に
備
え
て
、
一
人
一
日

３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
３
日
分
程
度

は
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
水
道
課

　
1(

２
２)

７
９
１
８

●
自
治
振
興
会

　
災
害
対
策
用
備
品
を
購
入
。

【
岡
本
地
区
自
治
振
興
会
】

主
な
購
入
品
　
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
ト
、

リ
ア
カ
ー
、
大
型
炊
き
出
し
器
、

小
型
除
雪
機
、
防
災
用
倉
庫
な
ど

【
神
山
地
区
自
治
振
興
会
】

主
な
購
入
品
　
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
ト
、

消
防
ホ
ー
ス
、
担
架
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
な
ど

【
ふ
く
ま
振
興
会
】

主
な
購
入
品
　
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
、

メ
ガ
ホ
ン
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど

�
公共交通を利用するということ公共交通を利用するということ

環境にやさしい公共交通新 連 載 第１話

「
災
害
に
備
え
る
水
道
」

越前市広報４月15日号13

福
武
線
存
続
に

約
５
万
人
の

署
名
集
ま
る

福
武
線
存
続
に

約
５
万
人
の

署
名
集
ま
る

問合先　政策推進課　1(２２)３０１６



京
都
・
宇
治
方
面  

日
帰
り
の
旅

越
前
市
民
号
が

　
　
　
出
発
し
ま
し
た
。

越
前
市
民
号
が

　
　
　
出
発
し
ま
し
た
。

その２

紫
式
部
　
越
前
へ
の
旅

　
紫
式
部
は
、
長
徳
２
（
９
９
６
）
年
の
夏
、
越
前
守
と
な
っ
た

父
藤
原
為
時
と
と
も
に
京
都
を
出
発
し
、
越
前
国
府
（
越
前
市
）

へ
向
か
い
ま
し
た
。
逢
坂
山
を
越
え
、
大
津
の
打
出
の
浜
か
ら

舟
に
乗
り
、
琵
琶
湖
を
渡
っ
て
北
上
、
敦
賀
を
経
て
国
府
に
到

着
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
敦
賀
に
は
、
松
原
客
館
と
い
う
外
交
施
設
が
あ
り
、
宋

の
国
の
人
な
ど
が
滞
留
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
敦
賀
は
、
今
で

い
え
ば
神
戸
や
横
浜
と
い
っ
た
外
国
船
が
入
る
拠
点
の
港
だ
っ

た
の
で
す
。

　
紫
式
部
の
父
は
、
漢
文
が
得
意
だ
っ
た
た
め
越
前
守
に
任
ぜ

ら
れ
、
宋
人
た
ち
と
の
交
流
も
そ
の
仕
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。

越
前
国
府
の
位
置

紫
式
部
　
越
前
で
の
生
活

　
平
安
時
代
、
全
国
に
は
68
カ
国
の
国
が
あ
り
、
税
収
の
良
し

悪
し
で
大
国
・
上
国
・
中
国
・
下
国
に
ラ
ン
ク
分
け
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
七
世
紀
末
に
、
敦
賀
市
以
北
の
越
国（
こ
し
の
く
に
）が
越
前
・

　
紫
式
部
は
、
翌
年
の
冬
が
来
る
前
に
結
婚
の
た
め
京
都
へ
帰

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
年
余
り
を
越
前
で
過
ご
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
紫
式
部
集
」を
ひ
も
と
く
と
、
式
部
は
自
ら
の
気
持
ち
を
初

雪
・
降
り
積
も
っ
た
や
っ
か
い
な
雪
・
い
つ
ま
で
も
解
け
な
い

雪
に
重
ね
、
三
首
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
式
部
の
詠
ん
だ
歌
は
都
へ
の
思
い
ば
か
り
の
よ
う
に
も
読
み

取
れ
ま
す
が
、
都
か
ら
求
愛
す
る
藤
原
宣
孝（
の
ぶ
た
か
）と
の

や
り
と
り
も
、
白
山
に
積
も
る
雪
を
例
え
に
す
ぐ
れ
た
感
覚
で

歌
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
生
活
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
研
究
者
が
、

越
前
で
の
暮
ら
し
が
源
氏
物
語
執
筆
に
与
え
た
影
響
を
推
測
し

て
い
ま
す
。
い
わ
し
が
好
物
だ
っ
た
の
で
は
と
か
、
越
前
和
紙

を
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
か
楽
し
い
推
測
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
源
氏
物
語
・
浮
舟（
う
き
ふ
ね
）の
巻
に
、「
あ
な
た
が
た
と
え

武
生
の
国
府
に
移
り
住
ん
で
も
…
」と
書
き
込
ん
だ
紫
式
部
。

　
彼
女
は
、
越
前
で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

源
氏
物
語
千
年
紀
を
機
会
に
考
え
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

越
中
・
越
後
に
分
割
さ
れ
、
八
世
紀
の
奈
良
平
城
京
成
立
前
後
、

全
国
に
国
府
が
設
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
越
前
国
は
大
国
で
、
今
で
い
う
県
庁
所
在
地
が
越
前

市
で
し
た
。
国
府
の
中
心
部
に
は
国
庁
や
工
房
や
国
司
館
が
集

ま
っ
た
国
衙
（
こ
く
が
）
と
い
う
区
域
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
国
衙
跡
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、
紫
式
部
千
年
祭
を
契
機
に
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
で
は
、
幸
町
の
旧
図
書
館
西
側
駐
車
場
か
ら
、「
国

寺
」「
国
大
寺
」と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
辺
り
に
国
府
域
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
く

計
画
で
す
。�

「
紫
式
部
ゆ
か
り
の
地
ふ
た
た
び
」
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混
声
合
唱
組
曲

　
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
合
唱
団「
武

生
」が
、
結
成
35
周
年
を
記
念
し
た
第
15
回

目
と
な
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
３
月

23
日
(日)
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
な
か
で
、

源
氏
物
語
千
年
紀

を
記
念
し
、
紫
式

部
が
詠
っ
た
と
さ

れ
る
和
歌
に
楽
曲

を
つ
け
た
、
混
声

合
唱
組
曲
、
紫
式

部
追
慕「
日
野
に
詠

う
」の
制
作
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

J
R
武
生
駅
の
利
用
促
進
と
市
民
の
連

帯
感
の
向
上
を
目
的
に
、
今
年
も
３
月

20
日
(祝)
に
越
前
市
民
号
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
今
回
は｢

源
氏
物

語
千
年
紀
事
業｣

の

一
環
と
し
て
、
宇

治
市
の
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
紫
式
部
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
る
企

画
で
、
約
１
２
０
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

紫
式
部
追
慕

｢

日
野
に
詠
う｣

を
発
表
！

紫
式
部
追
慕

｢

日
野
に
詠
う｣

を
発
表
！



期間　４月27日(土)～11月30日(日)

参加方法　54箇所の観光施設を回遊しながら、スタン

プや説明看板・認定銘板などに貼られた番号を指定

の用紙に記入し、抽選箱に投函します。

※指定の用紙は、主要箇所に常備します。

　また、市ホームページからもダウンロードできます。

抽選会　９月(中間)と12月(最終)の２回行います。

問合先　観光振興課　1(２２)３００７

豪華賞品があたるチャンスがいっぱい！

と　き　５月５日（祝）　午前10時～午後４時
ところ　武生中央公園(雨天時は市体育館)
内　容　こども広場、ミニ遊園地、アトラクションほか
　※ミニ遊園地は5月4日（祝）も開催します(雨天中止)
問合先　児童福祉課　1(２２)３００６

と　き　5月3日（祝）

　　　　午前10時～

ところ　紫式部公園(東千福町)

内　容　フリーマーケット(午前10時～)、

無料お茶席(午前10時半～)、ステージ

イベント(午前11時～、午後１時～)、

十二単の平安行列(午後２時～、雨天中止)、

チーム対抗じゃんけん大会(午後３時～)

問合先　武生観光協会　1(２３)２０２０

と　き　5月3～5日（祝）
　　　 　午前９時～
ところ　和紙の里通り(新在家町)
内　容　大掘り出し市(和紙のは

かり売りなど)、｢連鶴｣公開製
作(紙の文化博物館)、加藤志津
子展(卯立の工芸館)、神と紙の
まつり(大瀧神社)、バザーなど

問合先　県和紙工業協同組合
　1(４３)０８７５

と　き　5月3・4日（祝）
　　　　午前10時～
ところ　味真野苑(余川町)
内　容

【3日】 万葉大茶会ほか(一席200円)
【4日】 万葉行列(午後０時15分～、五

分市本山出発、雨天中止)、万葉大
鍋、物産販売、バンド演奏など

問合先　味真野観光協会
  1(２７)１１１０

イベント会場をまわり、

スタンプを３つ以上集

めると、抽選で豪華商

品が当たります。

期間　５月３日(祝)～５日(祝)　　　　問合先　観光振興課　1(２２)３００７

と　き　４月27日（日）、５月４日（祝）

　　　　午前９時から午後４時まで

　　　　１時間おきに出発(12時発なし)

停留場　福武線武生新駅→ＪＲ武生駅→本町（粟田部）

→紙の文化博物館→大滝→万葉菊花園

→藤波亭(紫式部公園)→蔵の辻→ＪＲ武生駅

問合先　観光振興課　1(２２)３００７

越前たけふ　源氏物語千年紀事業の紹介

●源氏物語千年紀連続講座(全10回・無料)　第１回

　と　き　４月27日（日）　午後２時～３時半

　ところ　生涯学習センター５階講堂

　内容　「紫式部集で歌われた越前」

　講師　福嶋昭治氏(園田学園女子大学教授)

　＊連続講座に参加する人は、申し込みが必要です。

　　詳しくは、市ホームページでご覧になれます。

　　http://www.city.echizen. lg . jp

　問合先　中央図書館　1(２２)０３５４

●渡辺玉花源氏物語54帖絵展

　と　き　４月12日(土)～５月14日(水)

　ところ　公会堂記念館　1(２１)３９００

　「紫式部像フレッシュアップボランティア」を募集します。

と　き　４月26日（土）　午後１時～（雨天決行）�

ところ　紫式部公園「紫式部像」前

持ち物　雑巾、古歯ブラシ、タワシ、長靴

問合先　観光振興課　1（２２)３００７

と　き　４月20日（日）～５月18日（日） 午前８時半～午後５時半
ところ　今立総合支所ロビー
内　容　「和紙の里絵手紙教室」の皆さんの作品を展示
問合先　今立総合支所　1(４３)１１１１
※下記スタンプラリーの設置場所にもなっています。

おすすめ観光地回遊バスを
限定運行します
おすすめ観光地回遊バスを
限定運行します乗り降り

自由で

何回乗っ
ても無料

！乗り降り
自由で

何回乗っ
ても無料

！

「紫式部像」や「歌碑」を、
　　みんなの手できれいに磨こう！

市内ええとこめぐり５４選市内ええとこめぐり５４選

イベント名

式部とふじまつり

あじまの万葉まつり

神 と 紙 の ま つ り

さばえつつじまつり

に ぎ わ い 横 丁

うるしの里まつり

期　日

５/３

５/３・４

５/３～５

５/３・４

会　　　場

紫式部公園　

越前の里味真野苑　　　

和紙の里通り・大瀧神社

西山公園(E江市)　

にぎわい横丁(E江市)

うるしの里会館(E江市)

スタンプ設置場所

藤波亭

万葉菊花園

紙の文化博物館・大瀧神社・今立総合支所

公園お祭り広場　

市民ホールつつじ

同左

ゴールデンウィーク　おまつりめぐりスタンプラリーゴールデンウィーク　おまつりめぐりスタンプラリー

ちびっ子フェスティバル ｢和紙の里大好き！絵手紙展パート２｣

あじまの
　万葉まつり

式部と
　　ふじまつり

神と紙の
　　まつり

ゴールデンウィーク  催し物案内ゴールデンウィーク  催し物案内
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　NHK連続テレビ小説「ちりとてちん」の最後に、福

井県内のさまざまな分野の師匠と弟子の写真を紹介し

た「ただいま修行中！」。

　現在修行中の弟子と、指導する師匠の心温まる写真

をぜひご覧ください。（越前市関連15枚）

期　間　４月22日(火)～５月18日(日)　

　　　　午前８時半～午後８時（平日）

　　　　午前９時～午後８時（土・日）

ところ　センチュリープラザ２階

入場料　無料

問合先　商工政策課　1(２２)３０４７

　まちや地域の話題などの「市民が主役のコーナー」や、市から

のお知らせなど、皆さんが求めている旬な情報を幅広く提供し

ていきます。

問合先　たんなん夢レディオ　1(５３)２５６２

　　　　秘書広報課　　　　　1(２２)３４２８

・14日（月）～20日（日） 

「歴史と遊ぼう馬借街道 in 神山」

(神山地区自治振興会) 

・21日（月）～27日（日） 

「自然と歴史・文化ただよう味真野」

（安治麻野コミュニティ振興会）

・28日（月）～５月11日（日）

 　「ゴールデンウィークのイベント情報」

 　「ガンから家庭を守ろう」

 　（市からのお知らせ）

〈月～金曜日〉

　午後１時15分～30分

再放送

　午後９時15分～30分

〈土・日曜日〉

　午前７時～15分

再放送

　午後５時30分～45分

※毎週月曜日更新 � 

●番組出演者、情報提供者を募集中

　地域の出来事や話題、伝統行事やお祭

り情報など、あなたの声で伝えませんか？

●災害緊急放送協定を市と締結

　市内に災害が発生、

または恐れがあるとき、

災害に関する情報や、

被害情報、災害応急

対策などを放送します。

市は丹南ケーブルテレビ、たんなん夢レディオの間で、
３月26日、災害緊急放送協定を締結しました。

　会場はいずれも蔵の辻(蓬莱町)です。

●参の市（骨董市）

　と　き　４月20日(日)　午前10時～午後４時

　内　容　市内の骨董品店が大集合します！

●壱の市

　と　き　５月４日(祝)　午前10時～午後４時

　内　容　フリーマーケット、コンサートなど

その他　運営スタッフ、出店者、ライブなどの

　　　　出演者を募集しています。

問合先　蔵の辻壱の市実行委員会(向當)

　　　　1０９０(１３１７)４９７６

こうとう

　JR武生駅前センチュリープラザ２階（武生パレス

ホテル横）に、仁愛大学の2つめのキャンパス「仁愛

大学駅前サテライト」が開設します。

　「仁愛大学駅前サテライト」は、市民の皆さんと大

学が、交流をもてるような空間として活用していき

ます。

　市民対象の公開講座や、学生のサークル活動の発

表、学生の制作した作品の展示など、さまざまな企

画を行います。どうぞお気軽にお立ち寄りください。

●オープニングセレモニー

　と　き　４月22日(火)　午後３時半～

　ところ　仁愛大学駅前サテライト

　　　　　(ＪＲ武生駅前センチュリープラザ２階)

　内　容　仁愛大学吹奏楽部演奏、ミニ講演会

　演　題　「遠くて近い紫式部」

　講　師　渡辺佳男氏(紫式部顕彰会事務局長)

【仁愛大学駅前サテライト】

開室時間　

　午前９時～午後７時

　（土・日曜日、祝日は休み）

問合先　

　仁愛大学　1(２７)２０１０

電子メールアドレス

　jimu@jindai .ac . jp

このマークが　
目印ですs

その１ その２４月23日、JR武生駅前に
「仁愛大学駅前サテライト」がオープン！

「ただいま修行中！」写真展を開催

その３ 参の市（骨董市）は４月20日、
次回の壱の市は５月４日、開催！

こっとう

まちなかに遊びに
　　　　来ませんか？
まちなかに遊びに
　　　　来ませんか？
まちなかに遊びに
　　　　来ませんか？

FMラジオ『たんな
ん夢レディオ』

から越前市の情報発
信！FMラジオ『たんな
ん夢レディオ』

から越前市の情報発
信！

ラジオ以外で聞けるもの
・丹南ケーブルテレビ(１チャンネルの副音声)
・たんなんFMのホームページ(放送の翌週)
　越前市のホームページからもリンクしています。

越前市広報4月15日号 16

わたなべよし お

第一日曜日は
　壱の市。
第三日曜日は
　参の市よ！

FM79.1MHz
FM79.1MHzメガヘル

ツ

周波数

放送日 放送内容



みんなの情報板みんなの情報板みんなの情報板

４月18日～25日　国高サンサンショートテニス

◎ひと、くらし　輝いて (隔週金曜日  午後８時15分更新)

４月22日～29日　【レッツ！スポレクカル】ペタンク
ペタンククラブ水和会

◎アーカイブスボックス (毎週火曜日  午後８時更新)

再

地域ふれあいチャンネル(２ch)

４月18日～25日  ふるさと発見伝(上真柄町・宮谷町)

◎丹南歴史探訪 (毎週金曜日  午後９時半更新)

４月29日～５月６日　今立女子ミニバスケットボール
　　　　　　　　　　　 スポーツ少年団

◎Ｊｒ．(ジュニア) (毎週火曜日  午後８時半更新)

４月25日～５月２日　丹生郷町編

◎辻・裏々 (毎週金曜日  午後９時15分更新)

不
用
品
の
活
用
情
報

・
全
自
動
洗
濯
機

・
瞬
間
湯
沸
し
器(

市
ガ
ス
用)

・
炊
飯
器(

プ
ロ
パ
ン
用
、二
升
炊)

・
幼
児
用
電
動
自
動
車

・
幼
児
用
電
動
バ
イ
ク

・
ブ
ラ
ン
コ
　

・
女
児
用
自
転
車(

20
イ
ン
チ)

・
オ
ル
ガ
ン

・
学
習
机(

オ
ル
ガ
ン
付
、イ
ス
無)

・
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器
具

・
百
科
事
典

申
込
・
問
合
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
1(
２
２)

３
７
７
３

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
品
物
を

再
利
用
し
ま
せ
ん
か

・
補
聴
器
　
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

・
ア
イ
ロ
ン
　
・
電
子
手
帳

・
炊
飯
器
(小)

・
電
子
レ
ン
ジ

・
キ
ー
ボ
ー
ド(

携
帯
用)

・
卓
球
台

・
自
転
車

・
ピ
ア
ノ
　
・
電
子
ピ
ア
ノ

・
サ
ッ
ク
ス
　
・
ア
ン
プ

・
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー

・
車
イ
ス

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・
新
生
児
ス
イ
ン
グ
ラ
ッ
ク

・
長
机
20
本
、
イ
ス
60
脚

《
ゆ
ず
り
ま
す
》

《
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
》

春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

軽
量
室
内
飛
行
機
を
作
っ
て

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

軽
量
室
内
飛
行
機
を
作
っ
て

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

大
輪
菊
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

大
輪
菊
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

　
た
け
ふ
菊
人
形
で
お
な
じ
み
の
大

菊
７
本
立
や
小
菊
、
懸
崖
、
盆
栽
菊

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
菊
づ
く
り
は
年
間
を
通
し
て
手
間

が
か
か
り
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
秋
に
は
そ
の
成
果
が
開
花
し

ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
！
一
緒
に

菊
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

問
合
先
　
武
生
菊
花
同
好
会(

加
藤)

　
1(

２
３)

１
７
５
１

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
  ４～５月の越前市関連の番組案内

丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

 4月14日～28日　まず受けて、次に伝える がん検診
４月28日～５月12日　
　　　　　子育ても仕事もしやすいまちをめざして

◎越前市情報ナビ(2週間放送)
7：30～、12：30～、19：30～

※土・日曜日は１時間遅れ

２
０
０
８
鯖
江
つ
つ
じ
ま
つ
り

２
０
０
８
　
江
つ
つ
じ
ま
つ
り

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

となりの
街からと

き
　
５
月
３
日
(祝)
〜
５
日
(祝)

と
こ
ろ
　
西
山
公
園(

E
江
市
桜
町)

主
な
イ
ベ
ン
ト
　
市
民
参
加
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
め
が
ね
産
地
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
、E
江
・
丹
生
消
防

音
楽
隊
＆
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、の
だ
て
な
ど

●
に
ぎ
わ
い
横
丁(

本
町
通
り)

と
き
　
５
月
３
日
(祝)
・
４
日
(祝)

主
な
イ
ベ
ン
ト
　
物
産
市
場
、
そ
ば

や
横
丁
、テ
ン
ト
市
、ロ
ー
ド
ト
レ

イ
ン
な
ど

問
合
先
　
さ
ば
え
つ
つ
じ
ま
つ
り
実

行
委
員
会
　
1(

５
１)

２
８
０
０

第
17
回
う
る
し
の
里
ま
つ
り

第
17
回
う
る
し
の
里
ま
つ
り

と
き
　
５
月
３
日
(祝)
・
４
日
(祝)

と
こ
ろ
　
う
る
し
の
里
会
館

(

E
江
市
西
袋
町)

主
な
イ
ベ
ン
ト

３
日
　
踊
り
パ
レ
ー
ド
、

　
　
　
子
ど
も
山
車
曳
き
な
ど

４
日
　
津
軽
三
味
線
と
胡
弓
演
奏
、

　
　
　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
大
会
な
ど

※
両
日
と
も
漆
器
特
売
、
も
ち
ま
き

を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
う
る
し
の
里
ま
つ
り
実
行

委
員
会
　
1(

６
５)

０
０
０
１

と
き
　
５
月
13
日
(火)
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

府

中
一
丁
目)

内
容
　
重
さ
３
グ

ラ
ム
、
ゴ
ム
動
力

で
室
内
を
ゆ
っ

く
り
飛
ぶ
飛
行
機
を
作
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
ハ
ガ
キ（
使
用
済
）、ぼ

ろ
布
、定
規
、ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
な
ど

※
詳
し
く
は
申
し
込
み
の
際
、
確
認
し

て
下
さ
い
。

参
加
費
　
１
０
０
０
円(

材
料
費)

申
込
締
切
　
４
月
30
日
(水)

申
込
・
問
合
先 

 

越
前
室
内
模
型
飛

行
機
ク
ラ
ブ 

1(

２
３)

９
３
２
７

■
春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
き
　
５
月
５
日
(祝)
　

　
午
前
７
時
に
体
育
館
に
集
合

※
雨
天
決
行

※
自
転
車
を
持

参
し
て
く
だ

さ
い
。

行
き
先
　
小
浜
市
、
お
お
い
町

参
加
料

　
４
０
０
０
円（
一
般
）

　
２
５
０
０
円(

小
学
生)

申
込
締
切
　
４
月
30
日
(水)
　

定
員
　
80
人

※
先
着
順
で
す
。

■
春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

と
き
　
５
月
18
日
(日)
　

　
午
前
６
時
に
体
育
館
を
出
発

行
き
先
　
銀
杏
峯

(

標
高
約
１
４

４
１
メ
ー
ト
ル
、

大
野
市)

参
加
料

　
４
０
０
０
円(

一
般)

　
３
０
０
０
円(

小
中
学
生)

申
込
締
切
　
５
月
９
日
(金)
　

定
員
　
40
人(

小
学
５
年
生
以
上)

※
先
着
順
で
す
。

申
込
・
問
合
先
　
市
体
育
協
会（
青
年

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
1(

２
３)

６
２
２
２
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マレットゴルフ����������

エスキーテニス

重量挙げ

合気道

10回

10回

10回

20回

高校生以上

高校生以上

中学生以上

高校生以上������������������

月・木曜日���

金曜日

火曜日

火曜日

 9:00～11:00

20:00～21:30

19:00～21:00

19:00～20:30

武生東運動公園�����

武生第一中学校�

武生トレーニングセンター

市武道館

５月12日(月)�

５月16日(金)�

５月13日(火)

５月13日(火)

エスキーテニス

ショートテニス

ソフトバレーボール

マレットゴルフ�

ゲートボール

弓道(昼)

弓道(夜間)

フェンシング�

合気道

空手道�

柔道

親子少林寺拳法
(個人での参加もできます)

ヘルシー体操

ジョギング�

ウォーキング

10人

10人

30人

30人

20人

20人

20人

10人

10人

20人

15人

10組

10人

30人

30人

高校生以上

高校生以上

小学生以上

高校生以上�

特になし

中学生以上�

中学生以上�

小学生以上

高校生以上

５歳以上

５歳以上�

５歳以上

中学生以上

特になし

特になし

20:00～21:30�

20:00～21:30

19:30～21:30

  9:00～11:00

13:30～15:30

10:00～12:00

19:00～21:00

19:30～21:00

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～21:00

18:00～19:00

20:00～21:00

19:00～20:30

19:00～20:30�

金曜日

金曜日

土曜日

月・木曜日

火曜日

火・金曜日

火・金曜日

火曜日

火曜日

水・金曜日

水・木・土曜日

火曜日

土曜日

火曜日

火曜日

武生第一中学校

南越中学校体育館�

市体育館

武生東運動公園

日野川ゲートボール場

市弓道場

市弓道場

市体育館

市武道館

市武道館

市武道館

市武道館

南越中学校体育館

武生中央公園
(多目的グラウンド)

　　〃
(多目的グラウンド)

５月16日(金)�

５月16日(金)��

５月17日(土)�

５月12日(月)�����

５月13日(火)�

５月13日(火)��

５月13日(火)�

５月13日(火)

５月13日(火)��

５月14日(水)��

５月14日(水)��

５月13日(火)

５月10日(土)��

５月13日(火)��

５月13日(火)

10回

20回

20回

10回

10回

20回

20回

20回

20回

20回

10回

10回

12回

20回

20回

ジュニアサッカー

ジュニア卓球

ジュニア剣道

ちびっ子レスリング

キッズテニス教室
(負担金2,000円が必要)

ジュニアテニス
(負担金4,000円が必要)

20人

30人

25人

10人

15人

20人

30人

10人

15人

10人

小学１～３年生

小学２～６年生

３歳～８歳

幼年～小学２年生

小学２年生以下

小学３～６年生

13:30～15:30

19:00～21:00

16:30～17:30

19:00～20:30

17:45～18:30

18:30～19:30

土曜日

水曜日

木曜日

土曜日

火曜日

火・土曜日

武生中央公園
(多目的グラウンド)

市体育館

市武道館

市武道館

市体育館

武生中央公園庭球場

５月17日(土)

５月14日(水)

５月15日(木)

５月17日(土)

５月13日(火)

５月13日(火)

10回

20回

20回

20回

８回

８回

教　室　名 活  動  日 時　　間 と　　こ　　ろ 対　　象 人数 回数開  講  日

【　一　　般　　講　　座　】

教　室　名 活  動  日 時　　間 と　　こ　　ろ 対　　象 人数 回数開  講  日

スポーツ教室
参加者募集
スポーツ教室
参加者募集
スポーツ教室
参加者募集

平成20年度

【　子　ど　も　限　定　講　座　】

越前市広報4月15日号 18

■スポーツ講座(各種目協会主催、技能レベル：初級～中級程度)

■スポーツ教室(初心者対象)

申込期限　５月１日(木)
申込先(申込用紙の設置場所)
　スポーツ課、市体育館・武道館、今立総
合支所総務課

その他　各教室とも、定員になりしだい、
締め切ります。また５人未満の場合、中
止となります。(中止の場合以外、一度
納めた保険料などは返却できません)

費用　無料
※キッズテニス教室・ジュニアテニスは、
負担金が必要。

問合先　スポーツ課　1(２２)７４６３

申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、保険料(中学生以下
500円、高校生以上1,500円)を添え、直接申し込んでください。

※電話やファックスの申し込みは、受け付けません



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
　
　

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)
３
０
０
４

▼
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
き
　
５
月
25
日
(日)
　

対
象
　
13
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

競
技
種
目
　
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
な
ど

▼
県
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
き
　
５
月
27
日
(火)
　

対
象
　
13
歳
以
上
の
人
で
、
療
育
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人

競
技
種
目
　
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
、
水
泳
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど

【
共
通
事
項
】

会
場
　
県
営
陸
上
競
技
場(

福
井
市)

ほ
か

※
市
役
所
な
ど
か
ら
、
バ
ス
で
送
迎

し
ま
す
。

　「
本
人
な
り
す
ま
し
」に
よ
る
虚
偽

の
届
出
や
、
不
正
請
求
な
ど
の
防
止

の
た
め
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
行
う

よ
う
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
の
施
行
は
５
月
１
日
で
す
が
、

市
で
は
制
度
周
知
の
た
め
、
３
月
か

ら
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各

種
届
出
や
証
明
書
の
請
求
の
際
に
は
、

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
手
続
き

・
届
出
　

　
戸
籍
届
出(

婚
姻
、
離
婚
、
養
子

縁
組
、
養
子
離
縁
、
認
知
な
ど)

住
民
異
動
届
出(

転
入
、
転
出
、

転
居
、
世
帯
変
更
な
ど)

・
証
明
書
の
請
求
　

　
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
戸
籍
の

附
票
、
身
分
証
明
書
、
資
産
・
所

得
・
納
税
証
明
書
な
ど

本
人
確
認
の
書
類

▼
１
つ
で
確
認
で
き
る
も
の

　(

官
公
署
が
発
行
、
顔
写
真
付)

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

写
真
付)

、 

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

▼
複
数
必
要
と
な
る
も
の

　
健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、介
護
保

険
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

写

真
な
し)

、学
生
証(

写
真
付)

、会
社

な
ど
の
身
分
証(

写
真
付)

な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

　
　
　
市
民
課  

1(

２
２)

３
０
０
１

　
　
　
納
税
課  

1(

２
２)

３
０
１
５

　
　
　
今
立
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

1(

４
３)

７
８
１
２

自
動
車
税
が
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
ら
れ
ま
す

　
福
井
県
総
務
部
税
務
課
　
　
　
　

 

1
０
７
７
６(

２
０)

０
２
５
６

　
５
月
か
ら
、
県
税
の
一
部
が
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　

　
そ
れ
に
伴
い
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
が
、「
は
が
き
」
か
ら
「
封
書
」
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
郵
便
物

と
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
に
よ
り
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
た
場
合

に
も
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

地区

大虫

吉野

北日野

白山

王子保

神山

味真野

実  施  日

５月12日（月）
５月21日（水）

５月13日（火）
５月22日（木）

５月14日（水）
５月23日（金）

５月15日（木）
５月30日（金）

５月16日（金）
５月27日（火）

５月19日（月）
５月28日（水）

５月20日（火）
５月29日（木） 

町　　　　名

大虫地区全域

余田、片屋、本保、氷坂

北日野地区全域

白山地区全域

春日野、大塩、白崎、森久、
上小松、国兼

上広瀬、下広瀬、池ノ上

余川、味真野、奥宮谷、萱谷、口宮谷、
徳間、上真柄、上大坪

　水稲(苗)の被害防止のため、
散弾銃を用いたカラス捕獲を次の日程で行います。
　時間は午前６時から７時まで。関係地区の皆さ
んは、実施当日の時間帯に外出しないでください。
■日程表(武生地区)

　※今立地区は広報5月号でお知らせします。

問合先　農林整備課　1(２２)３００８

古
い「
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
」

新
し
い
カ
ー
ド
に
切
り
替
え

市
民
活 

┒(

２
２)

３
０
１
５

小
中
学
校
の
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
援
助
し
ま
す

学
校
教
育
課 

1(

２
２)

７
４
５
２

対
象(

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と)

・
市
民
税
が
非
課
税
、
ま
た
は
均
等

割
額
の
み
課
税
の
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
、
ま
た
は
児
童
育

成
手
当
の
受
給
者
世
帯

申
込
方
法
　
就
学
援
助
費
受
給
申
請

書
を
、
通
っ
て
い
る
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
に
申
請
す
る
人
は
、
民
生
児

童
委
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

添
付
書
類
　
世
帯
全
員
の
住
民
票
・

所
得
証
明
書
、
児
童
扶
養
手
当
(写)
、

児
童
育
成
手
当
(写)
な
ど

越前市広報４月15日号19

カラスの捕獲(駆除)を行いますカラスの捕獲(駆除)を行います

　
４
月
か
ら
、
法
改
正
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
、
児
童
育
成
手
当
の
受
給

者
の
う
ち
、
一
部
の
人
に
つ
い
て
手

当
額
が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
　
手
当
支
給
か
ら
５
年
が
経

過
、
ま
た
は
離
婚
な
ど
の
支
給
要

件
に
該
当
し
て
か
ら
７
年
が
経
過

し
た
受
給
者

※
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

注
意
事
項

　
た
だ
し
、
左
記
に
該
当
す
る
人
は
、

手
続
き
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
支
給
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

手
続
き
を
す
れ
ば
全
額
受
給
で
き
る
人

①
就
業
し
て
い
る
、
ま
た
は
求
職
活

動
な
ど
自
立
の
た
め
の
活
動
を
し

て
い
る
人

②
受
給
者
本
人
ま
た
は
監
護
す
る
児

童
、
親
族
が
障
が
い
者
で
あ
っ
た

り
、
疾
病
や
負
傷
、
介
護
状
態
な

ど
で
就
業
が
困
難
な
人

手
続
方
法
　
一
部
支
給
停
止
の
適
用

除
外
手
続
き
を
、
児
童
福
祉
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
通
知
が
届
か
な
い
場
合
も
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成

手
当
の
支
給
が
半
額
に
！

児
童
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
６



再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
利
再
来
館
　
1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

と
こ
ろ
　
坂
の
口
展
示
場(

勾
当
原
町)

申
込
期
間
　
５
月
１
日
(木)
〜
25
日
(日)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
６
月
１
日
(日)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
期
間
　
６
月
３
日
(火)
〜
８
日
(日)

町
用
水
に
架
か
る
橋
・
鉄
板
は
、

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

農
林
整
備
課 

1(

２
２)

３
０
０
８

　
市
が
管
理
す
る
町
用
水
に
橋
を
架

け
た
り
、
鉄
板
を
敷
い
て
使
用
す
る

場
合
、
毎
年
、
許
可
が
必
要
で
す
。

対
象
地
区
　
堀
川
町
、
錦
町
、
万
代

町
、
桂
町
、
本
多
二
丁
目
、
南
二

丁
目
、
姫
川
二
丁
目
、
松
森
町
、

　
北
府
一
・
二
・
四
丁
目

料
金
　
幅
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
８

０
０
円(

年
間)

※
住
居
へ
の
乗
り
入
れ
の
た
め
整
備

し
た
も
の
に
限
り
、
２
メ
ー
ト
ル

分
は
免
除
し
ま
す
。

◆おわびと訂正  
３月15日に配布した「水道料金改定のチラシ」の中で、
料金の一部に誤りがありました。訂正し、おわびします。
・口径13ミリ使用水量37┄　(誤)  4,193円 →(正)  4,173円
・口径13ミリ使用水量96┄　(誤)14,409円→(正)14,049円
・口径20ミリ使用水量85┄　(誤)13,055円→(正)13,035円
問合先　水道課　1(２２)７９１８

越前市広報３月15日号12頁掲載の「自主学習グループ受

講生を募集」の中で、代表者名に誤りがありました。

訂正し、おわびします。

正　武生古文書の基礎学習会代表者　片岡幸治氏
問合先　生涯学習センター　1(２２)３００５

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

対
象
が
拡
充
し
ま
す

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

　
重
度
障
が
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
際
、
料
金
の
一
部
と
し
て
使
え

る
券
の
、
交
付
対
象
が
拡
充
し
ま
し
た
。

対
象
　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

・
　
〃
　
２
級(

下
肢
・
体
幹
・
視

覚
の
い
ず
れ
か
の
障
害
が
あ
る)

・
療
育
手
帳(

Ａ
１
、
ま
た
は
Ａ
２)

新
規
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

(

１
級
、
ま
た
は
２
級)

乗
車
券
の
内
容
　
小
型
初
乗
運
賃
が

無
料
に
な
る
乗
車
券(

24
枚
分)

利
用
方
法
　
乗
車
１
回
ご
と
に
乗
車

券
１
枚
の
み
が
使
え
ま
す
。
　

申
請
先
　
社
会
福
祉
課
、
ま
た
は
今

立
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
印
鑑

市民の声を市政に反映させるため、
各委員会の委員を公募します。

越前市広報4月15日号 20

下水道事業推進対策協議会
下水道課 1(２２)７９２２

景観計画策定委員会
都市計画課 1(２２)３０１２

地域福祉計画策定委員会
社会福祉課 1(２２)３００４

　下水道事業の整備計画や運

営、水洗化普及促進に関する

ことを策定します。

　良好な景観の形成に関する

計画や条例を策定します。

　地域福祉の実践者として、

地域福祉計画を策定します。

　下水道に関する意見や考え

方をまとめ、住所、氏名、年齢、

連絡先を明記のうえ、直接持

参いただくか、郵送、ファック

ス、電子メールのいずれかで

申し込んでください。

※様式は自由です。

※電子メールで応募する場合

は、件名を「下水道事業推

進対策協議会委員募集」と

してください。

　市の景観に関する意見をま

とめ、住所、氏名、年齢、連絡先

を明記のうえ、直接持参いた

だくか、郵送、ファックス、電

子メールのいずれかで申し込

んでください。

※様式は自由です。

※電子メールで応募する場合

は、件名を「景観計画策定

委員会委員募集」としてく

ださい。

　地域福祉についての意見を

まとめ、住所、氏名、年齢、連絡

先を明記のうえ、直接持参い

ただくか、郵送、ファックス、

電子メールのいずれかで申し

込んでください。

※様式は自由です。

※電子メールで応募する場合

は、件名を「地域福祉計画

策定委員募集」としてくだ

さい。

下水道課　
　〒915－８５３０(住所不要)
　ＦＡＸ(２２)９１３９
　電子メールアドレス
　gesuidou@city.echizen.lg.jp

都市計画課　
　〒915－８５３０(住所不要)
　ＦＡＸ(２２)９９９９
　電子メールアドレス
　keikaku@city.echizen.lg.jp

社会福祉課　
　〒915－８５３０(住所不要)
　ＦＡＸ(２２)９１８５
　電子メールアドレス
　fukusi@city.echizen.lg.jp

20歳以上で、市内在住の人　※性別は問いません。

15人程度

会  名

業  務

応募資格

募集人数

任  期

応募方法

応募締切

申込先

２人以内 １人程度

委嘱した日から２年間 委嘱した日から１年間 委嘱した日から策定まで

５月14日(水)必着　※郵送の場合、当日消印有効



エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)
１
１
２
３

●
環
境
学
習
や
自
然
体
験
で
の

　
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

と
き
　
５
月
17
日
(土)
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

内
容
　
自
然
体
験
や
野
外
活
動
で
の

危
険
回
避
や
救
助
法
に
つ
い
て

参
加
料
　
無
料

＊＊＊＊＊＊

講
座
だ
よ
り

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

府
中
一
丁
目)

　
1(

２
２)

３
０
０
５

生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター

今
年
も
開
催
！「
越
前
ま
な
ぼ
う
座
」

・
越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊

・
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座

・
家
庭
菜
園(

初
級
編
・
上
級
編)

・
そ
の
ほ
か
短
期
コ
ー
ス

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

家
庭
菜
園

●
初
級
編(

受
講
５
年
未
満
が
対
象)

と
き
　
４
月
22
日
(火)

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

●
上
級
編(

受
講
５
年
以
上
が
対
象)

と
き
　
４
月
24
日
(木)

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

申
込
方
法
　
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
講
料
　
１
０
０
円（
１
回
）

時　間 受講料コース名 期　　間

Wordスタート

やってみよう！

イラストレーター

Excel初級(シニア)

5/8（木）～29（木）

毎週木・金曜日

5/14（水）～28（水）

毎週月・水曜日

5/15（木）～30（金）

毎週木・金曜日

19:00～21:00

19:00～21:00

13:00～16:00

7,000円

5,000円

8,000円

テキスト代

1,000円

時　間 受講料コース名 期　　間

“話し合い”のルールを

一緒に学びましょう

5/16（金）～6/13（金）

毎週金曜日
19:00～21:00 6,000円

テキスト代

なし

【 I T 学習支援コーナーを開設しています】

とき　毎月第２・４土曜日(祝日を除く)

　　　午前９時～正午、午後１時～４時

内容　時間内であれば誰でも無料でパソコンの自主学習ができます。

インターネットも利用できます。�

わからないことは、サポーターがお手伝いします。

●教養講座(定員20人)

●パソコン講座(定員20人)

申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５
ワークメイト(武生地域職業訓練センター)からのお知らせワークメイト(武生地域職業訓練センター)からのお知らせ

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

　四季を通じて、菊花の栽培や展示が行われている
万葉菊花園に、ぜひお越しください！
　また、隣接する「味真野苑」でも、四季折々の花が楽しめます。

申込・問合先　万葉菊花園　1(２７)７８００

古
い「
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
」

新
し
い
カ
ー
ド
に
切
り
替
え

市
民
活 

┒(

２
２)

３
０
１
５

高
齢
者
の
介
護
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

今
立)

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、ス
タ
ジ
オ

内
容

・
木
曜
日(

午
前
11
時
〜
正
午)

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
っ
た

筋
力
ア
ッ
プ
、
体
力
増
進

・
木
曜
日(

午
後
１
時
半
〜
２
時
半)

　
ス
タ
ジ
オ
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操

料
金
　
３
０
０
円(

１
回)

　
３
カ
月
ご
と
に
体
力
測
定
を
実
施

申
込
・
問
合
先 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
今
立
）ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

 

1(

４
３)

８
８
８
０

越前市広報４月15日号21

と　き　４月25日(金)～５月11日(日)
　　　　　 ※ただし５月７日(水)は休園

花苗の種類　大菊、スプレー菊、ビオラ、
　　　　　　キンギョ草など
料　金　100～300円程度

と　き　５月３日(祝)　午前10時～午後４時
内　容　寄せ植え実技指導
受講料　500円(材料費)
定　員　100人

第1回  菊の特性について
と　き　５月８日(木) 　午後１時半～３時半
受講料　無料

第2回  実技から基礎知識を学ぶ
と　き　５月14日(水)　午後１時半～３時半 
受講料　500円程度(材料費)

申込締切　いずれも４月30日(水)
定　員　各15人

ふるさとの味真野
再発見展
(万葉まつりからのメッセージ)

春の山野草
展示会

４月15日(火)
  ～５月６日(振) 

４月25日(金)
　～27日(日)

５月３日(祝)
　～５日(祝)

エビネ銘花展示会

５月16日(金)
　～18日(日)

斑入り植物と
山野草展示会

まだら模様の植物展示会

開園時間　午前９時～午後４時半　※最終日は午後４時まで

入 場 料　無料

５月９日(金)
　～27日(火)

菊人形ポスター展
(懐かしいあの頃～そして
今年、源氏物語をテーマに)

春を感じさせる山野草の
展示、植栽展示、栽培に
ついてのアドバイスなど

第１回万葉まつりからの
写真や味真野の歴史を紹
介するパネルを展示

満開のエビネ展示、栽培
アドバイスなど

第15回たけふ菊人形(昭和
41年)から第57回(平成20年)
までのポスターを展示

花苗の販売

癒しと健康を寄せ植えに(春の花、寄せ植え講座)

初歩の菊作り教室(10回シリーズ、５～11月) 名　　称 と　き 内　　　容

ふ

いや

万葉菊花園だより万葉菊花園だより万葉菊花園だより



★
…
今
年
〜
平
成
24
年
度
に
限
り

　
　
実
施
さ
れ
る
予
防
接
種

【お知らせ】　施設の名称が類似していることから、次のように統一します。

　　　　　　　●福祉健康センター(アル・プラザ武生)　⇒　福祉健康センター(ハート・フル・たけふ)

　　　　　　　●社会福祉センター(杉尾町)　　　　　　⇒　社会福祉センター(今立)

保

健

保

健

麻
し
ん
風
し
ん
混
合(

Ｍ
Ｒ)

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
増
進
課 

1(

２
４)

２
２
２
１

　
昨
年
、
10
〜
20
代
を
中
心
に
、
麻

し
ん(

は
し
か)

が
流
行
し
た
こ
と
か
ら
、

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に
あ
た

る
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。
ま
た
例
年
ど
お
り
、

Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種
も
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
６
月
ご
ろ
ま
で
、
特
に

麻
し
ん
が
流
行
し
ま
す
。
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象

●
２
期(
平
成
21
年
４
月
に
小
学
校

入
学
予
定
の
子
ど
も)

　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ

★
３
期(

中
学
１
年
生
相
当
年
齢)

　
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ

★
４
期(

高
校
３
年
生
相
当
年
齢)

　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ

接
種
期
間

　
平
成
21
年
３
月
31
日

（火）
ま
で

実
施
機
関
　
市
内
の
実
施
医
療
機
関

持
ち
物
　
予
防
接
種
予
診
票
、
母
子

健
康
手
帳

料
金
　
無
料

そ
の
他
　
予
診
票
や
実
施
医
療
機
関

一
覧
は
対
象
者
に
郵
送
済
み
で
す
。

　
　
ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
予
約
が

が
必
要
で
す
。

項　　　　　目

こころの相談室　1(42)3939
(電話や面接で、相談)

はつらつ教室

１歳６カ月児健康診査

すこやかサロン(乳幼児)

両親学級(これから親になる人と、家族)

育児相談(１歳未満の乳児)

離乳食教室(１歳未満の乳児)

２カ月児セミナー

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

のびのびはったつ教室

こどものそうだん会

こころの相談
(心理カウンセラーの相談)

チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)

いきいき運動広場
(運動できる部屋を開放)

３歳児親子歯ッピー教室
(フッ素塗布無料券、歯ブラシが必要)

　

４/21（月）、28（月）、５/12（月）、19（月）�10：00～16：00

４/28（月）、５/12（月）� 9：30～11：00

４/22（火）� 13：30～14：30

４/18（金）、５/16（金）� 10：00～11：00

４/27（日）� 13：10～13：30

５/12（月）� 9：30～10：30

５/12（月）� 10：00～11：00

４/21（月）、５/19（月）� 13：10～13：30

４/16（水）、５/７（水）、21（水）� 13：30～14：30

４/17（木）、５/８（木）、22（木）� 13：00～14：30

４/23（水）� 9：00～11：00

４/30（水）� 13：00～17：00

４/25（金）、５/23（金）� 13：30～16：10
５/９（金）� 16：30～19：10

５/７（水）、21（水）� 9：30～11：00

４/18（金）、５/２（金）、16（金）、23（金）� 9：30～11：30

４/22（火）、５/13（火）、27（火）

問　合　先

健康増進課
1(２４)２２２１

長寿福祉課
1(２２)３７８４
歯科口腔保健センター
1(２２)１０２０

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

要予約

要予約

要予約

要予約

歯科口腔
保健センター

(

今
立)

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
ハ
ー
ト
・
フ
ル
・
た
け
ふ)

福

祉

健

康

セ

ン

タ

ー

ところ 受付時間と き（4/15～5/25の期間）

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

４
２)

３
８
０
０

●
天
体
教
室

　「
土
星
・
春
の
星
雲
を
み
よ
う
」

と
き
　
４
月
26
日
(土)
　

　
　
　
午
後
８
時
〜
９
時

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
、
中
止
。

参
加
料
　
無
料

●
新
緑
祭
　
〜
森
に
感
謝
〜

と
き
　
４
月
27
日
(日)
　

　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

内
容
　
桜
染
め
、
山
菜
・
木
の
芽
バ

イ
キ
ン
グ
ほ
か

参
加
料
　

　
１
０
０
０
円(

大
人)

　
５
０
０
円(

小
・

中
学
生)

※
体
験
料
、
昼
食
代

を
含
み
ま
す
。

●
山
野
草
・
押
し
花
教
室

と
き
　
５
月
11
日
(日)
　

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容
　
若
葉
の
森
の
散
策
、
初
夏
の

花
々
鑑
賞
、
押
し
花
額
の
制
作

参
加
料
　
１
８
０
０
円(

昼
食
代
含
む)

※
別
に
材
料
費
が
必
要
で
す
。

定
員
　
15
人(

先
着
順)
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 男女平等

●男女平等オンブッド相談
　性差などによる悩み相談

・男女共同参画室(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日

　(第１土曜日に限り予約が必要)

　午前９時～午後５時

　　※労働相談(要予約)
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　電子メールアドレス

　ombud@city .ech izen . lg . jp

●女性相談
・家庭児童相談室　1(２２)３６２８

　水曜日　午前９時～午後５時半

 子育て

●家庭児童相談・ひとり親家庭相談
・家庭児童相談室　1(２２)３６２８

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７

　毎日　午前９時～午後５時半

●子育て相談(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター

　「ピノキオ」(ハート・フル・たけふ)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)　午前９時～午後５時

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)

　1(２３)６３１８

　月～金曜日　午前９時～午後５時

・「いまだて」(粟田部保育園内)

　1(４２)２５１１

　月～金曜日

 くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中一丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日　午後１時半～４時

・社会福祉センター(今立)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・福井地方法務局　武生支局(新町)

　1(２２)０１９４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分

・生涯学習センター(府中一丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談
　(電話での相談、受け付けはできません)
・社会福祉協議会武生事務所

　(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日　午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中一丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時

・社会福祉センター(今立)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

 健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●夜間、子どもの急病時に、
すぐに病院に行ったほ
うが良いのか、翌朝ま
で様子をみて良いのか
迷ったときに、小児科
医が電話でアドバイス
します。

　1＃８０００(短縮ダイヤル)

　1０７７６(２５)９９５５

　毎日　午後７時～11時

 こころ

●こどもの人権110番(全国共通)
　1０１２０(００７)１１０

　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分

●ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所
　(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

●こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(鯖江市水落町)

　1(５１)００３４

　第１・３木曜日　午後１時半～４時半

 職業・労働　　　　　　

●若年無業者(ニート)や引きこもり者の
相談、支援

・ふくい若者サポートステーション

　1０７７６(２１)０３１１

　月～金曜日　午前10時～午後６時

●賃金や解雇、労働時間など、労働者個
人と使用者とのトラブルの仲介

・福井県労働委員会

　1０７７６(２０)０５９７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

▼提案箱で
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
▼電子メールで
　koutyou@city.echizen.lg.jp
▼ファックスで
　FAX(２４)３３０７

元気な越前市へ元気な越前市へ元気な越前市へ
市政への意見や提案をお待ちしています

●市民相談電話
　 1(２２)１１２２
　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時半

　どこに電話すればいいのか

わからない場合は、こちらへ

問い合わせてください。

休日診療について

1０１２０(２４)４８９４

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その 広告

越前市広報４月15日号23



中
央
図
書
館

　
1(

２
２)

０
３
５
４

今
立
図
書
館

　
1(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

問合先問合先

催し物情報催し物情報催し物情報

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 1(23)58111(23)5811
しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900

♪
♪

越前市広報４月15日号

【 ３月１日現在】

◆総人口� 87,257人
　内外国人� 3,318人
◆男� 42,705人
　内外国人� 1,605人
◆女� 44,552人
　内外国人� 1,713人
◆世帯数� 28,965世帯
　内外国人� 2,416世帯

人口人口

●第４回心鏡窯焼物教室展
　４月20日Aまで

●第31回あおい会展(絵画)
　４月20日Aまで

●昭和の名盤を楽しむレコード展
　４月23日D～29日_

●第ニ回四季美会日本画展
　４月23日D～29日_

●写壇楽写真展
　５月３日_～11日A

●第14回武生日本画会展
　５月14日D～18日A

●春季盆栽展(武生盆栽と山野草会の合同展)
　５月17日G～18日A

開館時間   午前10時～午後６時
　　　　（入館は午後５時半まで、
　　　　最終日は午後４時半まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

●春の館蔵品展「おもちゃがたり
　～郷土玩具が伝える物語～」
　５月14日Dまで

●源氏物語千年紀特別企画!

　「渡辺玉花源氏物語五十四帖」
　５月14日Dまで

●体験ミュージアム「はじめての篆刻」
　５月11日A  午前10時～、午後２時～
　定員　各回20人(先着順)
　材料費　1000円

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
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宇野  晃生ちゃん
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４月の納税４月の納税

●固定資産税・都市計画税⇒第１期

納期限　４月30日（水）
※口座振替の人は残高の確認を
※納税はお早めに
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次号は ５月15日発行

◆越前市のホームページアドレス　　　
　http://www.city.echizen. lg . jp
◆編集・発行　越前市役所 秘書広報課
〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
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※越前市は、環境マネージメントシステム
ISO14001自己適合宣言を行っています。

※越前市広報は、資源保護のために再生紙
を使用しています。資源として活用でき
ますので、リサイクルにご協力ください。

越前市広報４月15日号 24

　最近、よく見聞きする「エコドライブ」というコトバ。何となくわかっ

ているような気はするけど…。具体的にはどういうことなのでしょうか？

　「エコドライブ」の方法や考え方は、さまざま。でも運転マナーに関す

ることは、すべて省エネ行動に通じます。

　急発進・急加速は事故のもとであり、エンジンに負担をかけます。ま

た空ぶかしは歩行者への迷惑とともに、燃料のムダ使い、大気汚染のも

と。迷惑駐車は交通渋滞の原因であり、環境破壊の引き金となります。

　皆さんも地球にやさしく、燃料費の削減にもつながる「エコドライブ」

を実行してみませんか。

 １. ふんわりアクセル

 ２. 加減速の少ない運転

 ３. 早めのアクセルオフ

 ４. エアコンの使用を控える

 ５. アイドリングストップ

  ６. 暖機運転は適切に

  ７. 道路交通情報の活用

  ８. タイヤの空気圧、こまめに確認

  ９. 不要な荷物は積まずに走行

10. 駐車場所に注意

10

環境のお話環境のお話

地球温暖化　今、私にできること

エコドライブのすすめ

問合先　環境政策課　1(２２)５３４２

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　
　
の
す
す
め

●休日納税相談日
と　き　4月27日（日）
　　　　午前９時～午後４時

●夜間納税窓口・納税相談日
と　き　４月25日（金）、28日（月）、
　　　　  30日（水）

５月20日（火）、30日（金）
午後８時まで

ところ・問合先　
　いずれも納税課(別館１階)
　1(２２)３０１５




